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文一
82
(80)

*高1高2で単語・文法・和訳を完成させまし
た。リスニングは高2までは毎日、高３は一
週間に１回程度行っていました。週に１度
塾で東大形式のテストを受けていました。
使用した教材は『鉄緑会　東大英単語熟
語　鉄壁』（角川学芸出版）『頻出英文法・
語法問題1000』（桐原書店）『キムタツの東
大英語リスニング』（アルク出版）『基礎英
文問題精講』（旺文社）

*学校の授業を単語帳のみ
です。二次の過去問の和
訳を少しやりました。

*塾の夏期講習を受講しま
した。１日１時間のディク
テーションを３日程行いまし
た。リスニング力が格段に
上がった気がします。リス
ニングはコツコツやることも
大事ですが、一度にまとめ
てやると一気に伸びること
もあります。自分に聞こえ
ない音を１つ１つ確認して
いって下さい。二次の過去
問の要約を行いました。

*学校の授業と単語帳のみ
です。

*単語帳のみです。 *センター過去問の発音・ア
クセントの問題のみ解きま
した。単語は継続しました。

*単語帳のみです。 *単語帳はCDを使い、耳から覚える
と定着が早く、忘れにくいです。英語
は単語、文法を早く完成させると、得
点源になります。文法は決しておろ
そかにしないでください。英作文や
段落・文秩序、長文などは基礎が
しっかりしていれば、センター後から
でも間に合います。高3で他教科に
時間を割けるように高２までにある
程度仕上げておくといいと思いま
す。

文一
92

*『英文標準問題精講』(旺
文社)を一ヶ月で一周しまし
た。
*『英文要旨要約問題の解
法』(駿台文庫)を一ヶ月で一
周して英語に対する自信を
つけました。

『スクランブル英文法・語法』
（旺文社）を2週間で再確認
しセンター試験に向けて基
礎を固めました。

*英語は早い段階で基礎を固めてし
まい、その後は毎日英語にふれる
機会を作れば自然と得意意識を持
てるようになります。

文一
86
(75)

　 *文化祭が終わってから演
習量を増やしましたが、社
会の勉強を圧迫しない程
度に頑張りました。

*休暇ということもあり、演習
量を増やしましたが基本的
なスタイルは変わりません。

*センター試験対策も二次
試験対策も特にしなかった
ので空白になってしまいま
した。
*リスニングをさぼってし
まったのが悔やまれます。

*過去問を10年分ほどやりました。
*リスニング教材として『鉄緑会　東
大英語リスニング』(角川学芸出版)
を使用しました。

*欠かさずやることです。

文一
74
(70)

*塾はテストゼミ形式だったので毎週東大
形式の問題を1年分解いていました。予習
として要約、英作文を解いて授業のテスト
ゼミで他の問題を解きました。帰宅後、テ
ストゼミの問題文中に出てきた分からな
かった単語について調べる等の復習を次
週までにやるというサイクルでした。

*センター試験に不安はな
かったので、センター過去
問は1年分にとどめて、1週
間に一回程度東大の二次
の過去問を120分で解いて
いました。

*数学と社会に力を入れていたた
め、1週間に一回程度東大の二次の
過去問を120分で解くだけにとどめま
した。

*英作文は可能な限り他人(ネイティ
ブが望ましい)に採点してもらうのが
良いと思います。

文一
74

*学校行事で忙しく、英語の勉強はほぼで
きませんでしたが、センター英語で190点
を取れる程度の学力はあったので、危機
感が無かったことが後に響いてきました。

*世界史や数学に時間をか
けており、英語にはあまり
手をつけられませんでし
た。単語量を増やすべく
『鉄緑会東大英単語熟語
鉄壁』（角川学芸出版）を少
しずつ読み進め、また英文
記事も読み始めました。そ
れと並行し、東大特進の英
語を受講しました。

*『鉄緑会東大英単語熟語
鉄壁』（角川学芸出版）を読
み進め、問題演習として
『長文問題精講』（旺文社）
を解き進め、また『キムタツ
の東大英語リスニング
SUPER』（アルク）をリスニ
ング教材として利用しまし
た。

*夏模試が満足な結果に終
わり、夏の勉強を一切やら
なくなりました。この時期は
東大特進の教材を用いるの
みでした（過去問の演習は
少しずつ始めました。）

*秋模試で大失敗し焦りまし
た。和訳が苦手だと判断し
『ポレポレ英文読解プロセス
50』（代々木ライブラリー）を
進めました。
*また『ドラゴンイングリッ
シュ基本英文100』(講談社)
を購入し、英作文を速く書け
るようになることを目指しま
した。

*先述の2つの参考書を継
続しました。
*また、東大式の過去問に
も触れました（センターの過
去問を5回分しか解かな
かったため、188点と大失
敗）。

*『ポレポレ英文読解プロセス50』
（代々木ライブラリー）を完成させつ
つ、さぼってしまった『長文問題精
講』（旺文社）を終わらせ、またキム
タツの教材を使ってのリスニング対
策も進めました。
*英文記事も読み進めるようにし、英
語にウェイトを置きました。
*また、東大型の冬休みから合わせ
て10年分ほどは解きました（加えて
『東大の英語25ヵ年』（教学社）も利
用）。

*直前期に英語に多く触れた結果、
90点以上取れるレベルには達しまし
たが、本番では大失敗して80点にも
届きませんでした。恐らく単語力と文
法の基礎が弱く、点を安定して取れ
ない状態だったからかもしれないで
す。堅実な勉強を勧めたいです。

一応帰国子女で、
リスニングだけ他
より得意だった。

文一
84
(70)

*１年分、センターの過去問
を解きました。

*３年分ほど、２次試験の過去問を
やりました。

*過去問演習をし、時間配分を考え
ることはとても重要です（私はそれを
怠ったため、本番で失敗しました）。

高校で1年間留学
していました。

英語

*塾の教材の予習と復習をしていました。

*特別なことはしませんでした。

*高2までに完成させておくつもりでしたが、未完成も甚だしい
状況になってしまいました。塾の問題集を中心に取り組みました。

*この頃から本格的にリスニング対策を
始めました。学校の先生の教材を使い
ました。

*『鉄緑会東大英単語熟語 鉄壁』（角川学芸出版）を用いました。

*特別なことはしませんでした。

*高２の秋に「Next Stage」(桐原書店）をやりました。それ以降は、英語が得意で、
他の教科がかなり遅れていたため、英語は学校の授業と週一回の塾の授業以外では
触れませんでした。

2 ページ
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英語

文二
87
(75)

*『Next Stage』(桐原書店)
1日100題程度解き、間違えた問題に
チェックを入れて翌日見直すようにしてい
ました。2週間以内に終わらせるのが良い
と思います。
*『東大英単語熟語鉄壁』（角川学芸出版）
1日1セクションずつ寝る前にやっていまし
た。例文や絵、他の語との関連等に気を
付けて、出来るだけ1回で覚えようと唱え
ながら寝ていました。

*『東大英語総講義』（東進
ブックス）
1B対策やリスニングの章
が特におすすめです。

*『ドラゴンイングリッシュ基
本英文100』（講談社）
英作文対策に使いました。
リスニング音声を使いなが
ら暗記してしまうと英作文を
解くスピードが上がります。

*東大本番レベル模試の過去問
模試の復習（英作文で使えそうな表
現をピックアップ）

*まずは単語と文法を覚えることが
重要です。単語帳を何度も繰り返し
やることが重要なのではなく、内容
をしっかり覚えていることが底力の
向上につながります。英作文は放置
していると解くスピードが落ちるの
で、定期的に触れておきましょう。

幼少期に少しアメ
リカに住んでいた
ので、リスニング
だけ周りより得意
でした。

文二
74
(67)

*単語帳『単語王2202』
（オー・メソッド出版）を始め
ました。

*他の科目に時間を割くた
め、学校の授業のみでし
た。
*リスニングは『キムタツの
東大英語リスニング』（アル
ク）を登校時間にやりまし
た。

*単語帳を始めました。
*私立の過去問を一週間に
二回ほど解き、長文に慣れ
るのに使っていました。

*センター試験の過去問を
一日一年分を目安に解き
ました。

*東大模試の過去問題集で1日1回
分の演習を行いました。

*私は、英語が得意科目でしたが、
本番が時間配分がうまくできず点が
伸びませんでした。秋ごろから本番
形式に慣れておくことと、単語を強
化するのが良かったと思います。

文二
96
(95)

*二次試験の過去問を3年分やりま
した。

*単語は大事です。 親がアメリカ人で、
英語が喋れまし
た。

文三
80
(80)

*リスニング対策に、毎日
PodcastでCNN Student
News（現CNN10）を観てい
ました。

*『キムタツの東大英語リス
ニング』(アルク)を1日1パー
トやりました。

*英語にはほとんど時間を
割けませんでした。

*過去問を10年分やったり、塾の演
習を見直したりしていました。
過去問や東大型の問題を解く際に
は、時間を10分短くして解いていま
した。
*リスニングは毎日やりました。

*英語、数学は高2までに固めること
が大切ですが、私は高3で英語にあ
まりにも時間を割かなかった結果、
本番で失敗してしまいました。そのよ
うなことがないように、毎日必ず英語
に触れるようにしてほしいと思いま
す。

文三
75
(80)

*『東大英単語熟語　鉄壁』（角川学芸出
版）：単語がわからないとはじまらないの
で、毎日1セクションを目安に進めていきま
した。例文を覚え、和訳からの再現を行い
ました。
*東大特進のテキストの英文の音読を行
いました。

*過去問を解き始めました
（過去問演習講座）。1年解
いた後には1A、2B、5を音
読して、文章構造をフロー
チャートで示しました。

*過去問演習を継続しまし
た。
*模試のリスニング音源を
利用して1.5倍速で聴きまし
た。

*過去問演習を継続（10年
分を2周）しました。リスニン
グはシャドーイングを繰り返
し、完全に1つの話を図で再
現できるようにしました。
*東大特進のテキストで言
いまわしを覚えました。

*東大特進のテキストをメイ
ンに行いました（復習＋音読
＋構成の整理）。

*センター試験へ向けて他
教科の対策を行ったので
やや英語はおろそかになっ
てしまいました。センター英
語にはほとんど時間を割か
ず、5日に1年のペースで二
次の過去問に取り組みまし
た。

*二次過去問で出来なかった問題を
添削を受けつつ解き直し、満点答案
を目指しました。
*英作文で書くアイデアを増やすた
め、模試や過去問の解答を暗記しま
した。

*英語は継続の科目なので、毎日目
でも耳でも触れる機会を作ってくださ
い！

理一
（70）

*『ターゲット　1800』(旺文
社）を使い、とりあえず単語
を頭に叩き込みました。ま
た、『ディスコースマーカー
英文読解』（Ｚ会出版）を要
約対策として取り組みまし
た。

*『鉄緑会東大英単語熟語
鉄壁』（角川学芸出版）をま
ず一周しました。

*東大レベル本番模試の過去問を解
いていました。

*高２の終わりから高３の５月にかけ
て英語をおろそかにしていたら模試
でひどい点数をとってしまったことが
あるので、よく言われる通り、英語は
毎日少しでも触れておくことが重要
だと思います。

理一
（65）

*『キムタツの東大英語リスニング BASIC』
（アルク出版）を進めました。

*センター試験対策は特に
せず、いつも通りをこころが
けました。

*過去問を多く解きました。 *全体を通して、他大学の過去問を
多く解きました。東大入試は早く読
むことが求められますが、精読の練
習をきちんとしないと理解が追い付
かないので、速読に気を取られすぎ
ないことが大切だと思います。

理一
(80)

*主に学校の授業の予復習をしていまし
た。

*『英文読解の原則125』(駿
台文庫)(10月中旬まで)

*『東大の英語リスニング25ヵ年』(教
学社)
音の変化をノートにまとめていまし
た。

*二次試験対策をセンター試験直前
にもやらないと読解が遅くなります。
リスニングの過去問は意外と時間が
かかるので、早めにやり始めた方が
いいです。

*『東大の英語25ヵ年』（教学社）を毎日少
しずつ解き始めました。

*『鉄緑会東大英単語熟語鉄壁』（角川学
芸出版）の２周目をしました。

*『英作文が面白いほど書ける本』（東進ブックス）を２周しました。
定型文をおぼえていくほど点が取れます。最初は全然書けないの
が普通なので、答えをどんどん覚えていきましょう。 *『キムタツの東大英語リスニング BASIC』（アルク出版）

を進め、たまにはＴＥＤを見るようにしました。
*『キムタツの東大英語リスニング
SUPER』（アルク出版）を進めました。

*『攻略！英語リスニング』(ＮＨＫ出版)をしていました。

*他大の過去問を解いて速読の訓練をしました。

*『東大の英語25ヵ年』(教学社)を使って演習していました。

*学校の授業で英文を読むほかには特にしていま
せんでした。

*『東大英単語熟語 鉄壁』（角川学芸出版）で単語を勉強しました。

*塾の教材で勉強していました。
*毎日英語に触れることを目標に、単語は『鉄緑会東大英単語熟語 鉄壁』(角川
学芸出版）で学習していました。

*毎日、BBCのラジオを聴きました（二次試験まで継続）。

*『英文解釈の技術100』（桐原書店）
1日4題ずつやっていました。演習問題と合わせて200題以上ある
ので、焦らずやるのが良いです。

*『東大の英語25ヵ年』（教学社）
夏の東大模試前に要約だけ先にやってしまいました。年ごとのセットで
解くというよりは、同じ形式の問題を一気に解いてしまうやり方がオスス
メです（センター試験型の問題についても同様）。

3 ページ
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英語

理一
66
(55)

*東大特進英語の秋期集中
講座を受講しました。

*東大特進英語の冬期集中
講座を受講しました。

*センター試験の過去問10
年分を出来るだけ短い時
間で終わらせるように解き
ました。

*直前テストゼミを受講しました。
*『東大の英語25ヵ年』（教学社）を解
きました。

理一
82

（71）

*『鉄緑会　東大英単語熟
語　鉄壁』（角川学芸出版）
は何周もしました。秋から
本格的に二次力をつける
ために、土台をここまでで
しっかりと固めました。

*この頃から、秋になっても
時間内に解ききれないこと
が気になり始め、二次形式
の問題で時間配分の練習
をしたいと思い、『東大の英
語25ヵ年』（教学社）を少し
ずつ解き始めました。

*何かリスニング対策をした
方がいいのではと思い始め
た頃に丁度東大特進で買う
ことができたので、東大特進
で買ったリスニング教材をし
ていました。

*「鉄壁」は続けました。社
会の勉強に時間がとられる
ようになり、25ヵ年は一旦
やめて、センター過去問を
２，３年分解きました。

*25ヵ年を中心とし、東大本番レベル
模試の過去問を使いながら最終調
整をしました。この頃には、５分余る
くらいになり、時間的にも少し余裕が
できるようになっていました。

*単語、文法、構文は早めに固め、
あやふやな所が出て来たらその都
度きちんとつぶすようにしましょう。
そうして作り上げられた土台が、最
後の点数アップにつながるはずで
す。特に単語は少しずつでもよいの
で、毎日続けるようにしましょう。

理一
82
(70)

*毎朝30分間、『DUO3.0』
(アイシーピー)を１日5セク
ションとして、音読やシャド
ウイングを3、4周しました。

*東大特進の授業や、模
試、学校の授業で扱った長
文の音読を主にしていまし
た。東大特進の前期集中講
座のテキストを使って、時々
英作文の練習もしました。

*センターのアクセント問題
対策と、模試の復習（音読）
をしていました。

*センターの過去問演習に
専念していました（英語は
ほとんどしませんでした
が）。

*２日に１回、過去問を年度ごとに解
きました。

*元から英語は得意で、基本的な文
法などは身についていたので、語彙
力強化と、音読によって使える表現
を増やすことを意識しました。時間
は慣れれば足りるようになるので、
小手先の技術に走らず、文法や語
彙などの土台を固めることが重要で
す。

理一
72

（65）

*『センター試験過去問研
究英語』（教学社）でセン
ターの過去問をやっていま
した。時間は本番より15分
程度短い65分でやっていま
した。

*『東大の英語25カ年』『東大の英語
リスニング15カ年』（ともに教学社）を
用いて過去問を10年分やりました。
目標を60点にしてやっていました。

*私は英語の成績が悪かったので、
あまり偉そうなことは言えませんが、
1つ言うとすればとにかく日々の積み
重ねが大事だと思うので毎日さぼら
ずにやりましょう。またリスニングは
比較的点が取りやすいと思うので、
英語が苦手な人はリスニングを重点
的にやるのも良いかもしれません。

理二
（40）

*『鉄緑会東大英単語熟語 鉄壁』（角川学
芸出版）で単語を覚えていきました。

*５月同様『鉄緑会東大英
単語熟語 鉄壁』（角川学芸
出版）を用いて単語を覚え
ながら、『英文解釈教室』
（研究社）で構文を固めて
いきました。

*東進衛星予備校で「東大
英語」を受講しました。
*東大模試の過去問の演
習を行いました。
*引き続き単語を覚えてい
きました。

*この頃から宮崎尊先生の
「東大特進英語」を受講し始
めました。
*東大の過去問を120分で
解き始めました。

*センター試験の過去問を解
き始めると同時に、宮崎先
生の授業を用いて二次試験
に対する“カン”を鍛えてい
きました。

*センター試験の過去問の
みを解いていました。
*文法や発音は『スクランブ
ル英文法・語法』（旺文社）
で確認しました。
*リスニングの為に、『キム
タツの東大英語リスニン
グ』（アルク出版）を用いま
した。

*東大の過去問を用いて演習しまし
た。東大本番レベル模試の過去問も
用いて、リスニング力を完成させる
方向へ持っていきました。

*単語は早期に完成させましょう。

理二
（80）

*『東大の英語25ヵ年』（教学
社）、『東大英語リスニング
BASIC』（アルク出版）を使い
ました。他の教科が忙しく、
音読・リスニング・単語は毎
日やっていましたが、過去問
は週に2回程しかやっていま
せんでした。

*センター試験の過去問を
２日に１回解いていました。
発音・文法などで落とさな
いように確認もしていまし
た。

*１２０分で時間内に解き終える練習
を週に３回はするようにしていまし
た。それ以外の日は苦手な大問を
集中的に解いていました。

*しっかりと内容を理解できている英
文を何度も音読すると効果的です。
英語は毎日触れていないとすぐにな
まってしまうので必ず毎日触れましょ
う。

理二
99

（90）

*『DUO3.0』（アイシーピー）で単語・熟語を
暗記しました。

*『鉄緑会東大英単語　鉄
壁』（角川学芸出版）で単
語・熟語を暗記しました。

*過去問を７年分解きました。 *毎日英語に触れることです。

理二
63

（60）

*某塾で英語を受講していましたが、自習
をあまりしなかったため、英語力がほとん
ど伸びませんでした。

*『鉄緑会東大英単語　鉄
壁』（角川学芸出版）を買い
ましたが、あまり使いませ
んでした。

*数学と英語を後回しにし
て理科を勉強し、後半は数
学を重点的に勉強したので
英語は手つかずのままでし
た。

*このままではさすがにまず
いと思い、今まで使っていた
単語帳（『DataBase5500　合
格英単語・熟語』（桐原書
店））を見直し、知らない単
語を『鉄緑会東大英単語
鉄壁』（角川学芸出版）で補
充しました（ペースは10単語
/日）。

*夏までのつけが回って秋模
試の英語はボロボロ。この
時期は世界史の勉強に忙し
く英語はほとんど触れませ
んでした。

*センター過去問を２年分
解きました。

*過去問を８年分解きました。 *英語が盤石な人は受かりやすいで
す。早め早めの対策を！

*塾に通っていました。

*『ターゲット1900』（旺文社）と、『DUO3.0』（アイシービー）を覚
えました。また、バスや電車の中でリスニングをしていました。

*『灘高キムタツの東大英語リスニング』（アルク出版）シリーズの三冊をできるだけ毎日聞くようにしました。

*東大特進で宮崎尊先生の授業を受講していました。
*『鉄緑会東大英単語熟語 鉄壁』（角川学芸出版）に取り組んでいました。

*『鉄緑会東大英単語 鉄壁』（角川学芸出版）を夜
に読んでいました。

*塾で配られたプリントをずっとやっていました。

*『キムタツの東大英語リスニングBASIC』（アルク出
版）をやっていました。分からないところは何度も聞くよ
うにしていました。

*『キムタツの東大英語リスニング』（アルク出版）をやっていました。使い方はBASICと同様です。

*『Harry Potter』シリーズの原書を読みました。

*『DUO3.0』（Iアイシーピー）や学校の教科書の音読やシャド
ウィングをしていました。
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英語

理二
89

（80）

*『東大の英語25ヵ年』（教学社）
*『キムタツの東大英語リスニング
SUPER』（アルク）はスピードがとても
速く雑音が入っていて本番を意識し
て練習できます。

*精読のくせをつけておくと後で読む
スピードが上がってくると思います。

理三
94

（95）

*『鉄緑会東大英単語　鉄壁』（角川学芸出
版）を書いて覚えました。
*『DUO3.0』（アイシーピー）を一通り読んで
覚えました。
*『英文読解の透視図』（研究社）や『ポレ
ポレ　英文読解プロセス50』（代々木ライブ
ラリー）を和訳して、音読しました。
*センター英語の昔の過去問を解きまし
た。

*『ドラゴンイングリッシュ』
（講談社）を暗記しました。

*東大模試の過去問の演
習をしました。

*『英文解釈教室』（研究社）
の和訳と音読をしました。

*リスニング対策を『キムタツ
の東大英語リスニング』（ア
ルク）で行いました。
*今まで使用した教材を用い
て１日２時間ほど音読をしま
した。
*残っていた模試の過去問
の演習をしました。

*センター対策で３年分くら
い過去問をセットで時、10
～15年分くらい発音アクセ
ントと文法だけ解きました。

*リスニング教材をウォークマンの
1.25倍速で聴いていました（すごく効
果がありました）。
*残っていた過去問（2010-2016）を
演習しました。

*単語力・リスニング力・精読の力・
文法力を全て高いレベルにもってい
くこと
*ひたすら音読に、英語に慣れること
*基礎事項を入れるだけでなく引き
出せるようにすることが大切です。

*高３冬から大きく
伸びました。

理三
95

（90）

*『鉄緑会東大英単語熟語
鉄壁』（角川学芸出版）を夏
休みの終わりまでに復習し
ました。
*文法問題はパターン化し
て素早く解けるようにしまし
た。

*センター試験対策は過去
問5年分（追試も）＋発音ア
クセント（『スクランブル英
文法・語法』（旺文社）という
参考書を用いました）

*リスニングは毎日
*英作文で使える表現をノートにまと
めました。
*数日に１回120分のフルセットで演
習しました（過去問または模試の過
去問）

*リスニング（配点30点）を重点的
に！
*英単語をこまめにチェックすること

*英語は高２まで
に一通り仕上げる
のがベストです
が、高３からでも
十分に間に合うと
思います。

理三
74

（75）

*『Extensive Reading』（Compass
Publishing）を用いて速読の練習をしました
（この本は語彙が難しいので、あまりお勧
めしません…）。
*『DUO3.0』（アイシーピー）のCDを聞きこ
んで例文を覚えました。

*『東大の英語25ヵ年』（教
学社）を用いて、１A（要約）
の対策をしました。
*リスニングを訓練するた
め、Pod castアプリを用い
て、英語のニュースを聞く
習慣を付けました。

*学校で配られたプリントを
用いて、英作文を対策しま
した。
*週に３回の頻度で学校の
先生に添削してもらいまし
た。
*１Aの対策も続けました。

*英作文の対策をしました。
*『東大の英語25ヵ年』（教
学社）を用いて４B（和訳）、
５（小説）を対策しました。
*リスニングはTEDの興味の
あるスピーチを何度も聞くよ
うにしました。

*過去問を２年分やりまし
た。
*センター英語の過去問を２
年分やりました。
*リスニングのみ毎日対策し
ました。

*センター英語の過去問に
集中しました（センターボケ
がひどかったです。英作
文、要約など二次対策も継
続することがオススメで
す）。

*英作文、リスニングは毎日行いまし
た。
*過去問を２日に１回のペースでや
り、時間の使い方を体に叩き込みま
した。

*語彙と文法を早めに身につけて、
その後たくさん文章を読みましょう。

理三
81
(80)

*課外活動のために英語にふれていない
時期が長かったため、単語や文法を忘れ
てしまっていることが多くありました。単語
帳をこまめに見たり、高校文法の復習をし
たりしました。

*左に同じです。 *東大型のセットでは、時間
内に解き終わらないことが
多くあったので、数をこなし
てスピードをあげようと思
い、演習を多くしました。

*構文や、典型的な言いま
わしを復習しました。
*過去問も手をつけはじめま
した。英語の過去問は、直
近の分以外は大問ごとにば
らばらで解くことが多かった
です。

*過去問をすることが多かっ
たです。

*センターに向けて、発音
問題に関する参考書(名前
は忘れました……)を1冊や
りました。

*過去問や、模試の過去問の演習を
していました。
*センター後は、毎日、リスニング問
題を解きました。

*英語は苦手教科でしたが、演習に
よってある程度のびたので、演習が
自分にとっては有効だったのではな
いかと思います。

理三
95

（90）

*『鉄緑会東大英単語熟語　鉄壁』（角川学
芸出版）をコツコツとやっていました。
*リスニングは毎日必ずやりましょう。（『キ
ムタツの東大英語リスニング』（アルク）シ
リーズがおすすめ。得意な人はSUPERま
でやると良いでしょう。）

*確認のため、３回分ほど
センターの過去問を解きま
した。

*『鉄緑会東大英単語熟語　鉄壁』
（角川学芸出版）の再復習。例文な
どを参考にして、英作文で使える表
現を確認していました。

*リスニングは必ず毎日！やらない
期間があるとすぐに聞こえなくなりま
す（実体験に基づいています）。配点
も理科1教科の半分もあることを意
識してやるべきです。

*『東大の英語25ヵ年』（教学社）を８月から始め、時期ごと
に大問を決め時間内に解く練習をしました。

*『キムタツの東大英語リスニング』（アルク出版）

*『DUO3.0』（アイシーピー）を文ごと覚えて単語を忘れないようにしました。

*この時期から東大の過去問をバラバラで（フル
セットではなく）やり始めました。

*リスニングはできるだけ毎日やりましょう（『キム

タツの東大英語リスニング』（アルク）やBBCアプ

リ）。

*東大の過去問を10年分ほどやりました。『東大の
英語 25ヵ年』（教学社）がオススメです。形式があ
まりに今と異なる昔の問題はやらなくていいと思い
ます。

*東大模試の過去問英作、和訳の採点
は友人同士で相互採点をするといいで
す。他人の答案とはこういうものなの
か！と理解できます。時間は110～115
分でやると良いでしょう。
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理一
93

（80）

*赤本で2007年度～2016年
度の東大の過去問を解い
ていました。

*『東大数学で一点でも多く取る方
法』（東京出版）を使い、得点したい
分野の問題を重点的に解き、解答を
模写しました。

*自分で解いてみて間違えたら解答
を理解することに加え、解答をよど
みなく自分で再現できるか最後に
チェックすることが重要です。

理一
102

（100）

*センター試験対策は特に
しませんでしたが、データ
の分析の範囲のみ直前に
『青チャート』（数研出版）を
見直しました。

*今までの模試の見直しをし、東大
特進の直前テストゼミで本番に向け
て感覚を掴んでいきました。

*数学の解法は演習を重ねていくう
ちに素早く正確に思いつくようになっ
てくるので焦らずにコツコツを続ける
ことがポイントです。

理一
110
（90）

*『チャート式　基礎からの数学Ⅲ』（数
研出版）を使い、典型問題を正確に速
く解けるようにしました。

*センター試験後から過去問を11
セット解きました。東大本番レベル模
試の過去問も解いていました。

理一
103

(100)

*夏期集中講座の「東大数
学」と「東大特進数学」を受
講し、『数学重要問題集』
（数研出版）を解いていまし
た。

*『東大の理系数学25ヵ年』
（教学社）の2000年から
2007年、『大学への数学
新数学スタンダード演習』
（東京出版）を解きました。

*冬期集中講座の「東大数
学」を受講しました。

*『大学への数学』(東京出
版）、『大学への数学　1対1
対応の演習』（東京出版）
のⅠ・A・Ⅱ・B・Ⅲの解説を
ざっと読んで、やった方が
良いと思った問題のみやり
ました。特にⅠ・Ⅱが大事
だと思いました。
*センター試験の過去問を
10年分解きました。

*直前テストゼミを受講し、『東大の
理系数学25ヵ年』（教学社）を10年分
解きました。
*今まで苦手だった領域や範囲の問
題は、与えられた条件を数式化して
同値変形していくだけで解けること
に気付き、そこを固めました。領域、
確率、微積分が得点源として安定し
ました。

*僕は数学には2つのタイプがあると
思います。
①与えられた情報、条件を数式化し
て、同値変形で変形していくタイプ
②与えられた問題の特徴から今まで
解いてきた問題を手掛かりにしなが
ら柔軟に考え、工夫して答えを導くタ
イプ
①を確実に解けるようになれば、東
大の合格は近づくと思います。

理一
75

（56）

*二次試験の問題に歯が立
たなかったので、慣れが足
りないと考えて『東大の理
系数学25ヵ年』（教学社）に
取り組み始めました。

*『東大の理系数学25ヵ年』
（教学社）を中心にしていま
した。まだこの時も二次試
験の問題に歯が立たず、
焦っていました。

*いわゆる”センター試験ボ
ケ”を防止するために、『東
大の理系数学25ヵ年』（教
学社）を1日1題は必ず解く
ように心がけていました。
*センター試験の過去問を
2，3年分は解きました。

*『東大の理系数学25ヵ年』（教学
社）の2周目をして、完全理解を心掛
けました。その助けとして、『東大数
学で１点でも多く取る方法　理系編』
（東京出版）を使いました。解説がと
ても分かりやすく、もっと早くから持っ
ておきたかったと思いました。

*早く数Ⅲまで終わらせて、演習に時
間を多く割き、過去問にもっと早く手
をつけるべきでした。数学は最後ま
で苦手だったので、皆さんはそうなら
ないことを願います。

*学校の進度
が遅かった。

理一
69

(40)

*『新課程　2016実戦数学
重要問題集-数学ⅠⅡⅢ
AB（理系）』（数研出版）を
解いていましたが数学が苦
手な私にはあまり効果があ
りませんでした。

*『微積分/基礎の極意-大
学への数学』(東京出版)の
基本の計算練習の問題を
毎朝30分でやり、夏休み中
に何周かしました。
*受けた模試の復習を徹底
しました。

*『東大の理系数学25ヵ年』
(教学社)を使い、難易度の
低いものから取り組みまし
た。
*過去問には歯が立たな
かったので、模範解答を読
んで解答プロセスを確認す
る作業をしていました。

*午前はセンター試験対
策、午後は二次試験対策
をしていました。
*二次試験対策としては、
模試の解き直しをしていま
した。

*センター試験の過去問演
習に専念していました。

*2日に1回過去問を年度ごとに解い
ていました。
*記述で曖昧な所は学校の先生に
添削してもらっていました。

*数学は人によって実力差が大きく
つく科目なので、自分に合った問題
集を見つけることが重要だと思いま
す。
*基礎にこだわることは大事ですが、
レベルが追い付いていないうちから
東大の形式に慣れることも重要だと
思います。

理系数学

*学校で配布されたプリントで学習していました。

*『大学への数学 １対１対応の演習』（東京出版）と『大学へ

の数学 新数学演習』（東京出版）を少しずつ進めていました。

*『数学の計算革命』（駿台文庫）を使い、計算を正確に速くできるようにしました。

*『スタンダード数学ⅠＡⅡＢ』『オリジナルスタンダード数学Ⅲ』（数研出版）を学校
の授業で使っていました。チャートの復習になっていました。

*問題集と並行して志田晶先生の「東大数学」の授
業の予復習をしていました。

*『青チャート』(数研出版）と『大学への数学 新数学スタン
ダード演習』（東京出版）を解いていました。この時期は解
き方を暗記するのみで意味の無い勉強をしていました。

*長岡恭史先生の「東大特進数学」
も受講していました。

*東進で長岡恭史先生の「微積もぐんぐん[理系微積分+α]-応用編-」を受講していました。
*学校の授業で入試問題集を進めていました。

*『新課程クリア数学Ⅲ』(数研出版)を使い授業の復習
や模試対策をしていました。
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理系数学

理一
115

（115）

*『数論の精選104問』（朝倉書店）を解
いていました。内容は数学オリンピック
向けのものなので、非常に難しいので
すが、それでも前半30問ほどは比較的
易しく受験に非常に役立つと思いま
す。もし前半52問が自力で解ければ、
入試の整数問題で解けない問題はほ
ぼないと思います。ただ、やはり難しい
ので、この本をやるのは数学に自信が
あって、整数問題を完璧にしたいという
人のみで良いと思います。また「高校
数学の美しい物語」というサイトには受
験レベルの有益な事（大学レベルのも
のもあります）が書いてあるので暇な
時に読んでいました。

*センター試験の過去問を
『センター試験過去問研究
数学ⅠA・ⅡB』（教学社）
（いわゆる赤本）で解いて
いました。万が一を想定し
て本番より20分時間を短縮
して解いていました。

*『2017年度用　鉄緑会東大数学問
題集』（角川学芸出版）に載っている
過去問10年分と参考問題を解いて
いました。目標を100点超えに設定し
て解いていました。

*数をたくさんこなすより、1問1問を
しっかりとこなすことが重要です。な
るべく曖昧な理解になっているもの
を無くしましょう。また定理などを単
に暗記することは無意味なので、そ
の定理を使う問題をしっかりこなすよ
うにしましょう。また証明の書き方も
解答を見るときにきちんと確認しま
しょう。

*数学オリン
ピック参加（予
選突破止まり、
本戦はダメでし
た）

理二
102
（80）

*『赤チャート』（数研出版）で苦手な分
野のみピンポイントで演習しました。

*『大学への数学　1対1対
応の演習』（東京出版）を使
い、全範囲の基礎的な問
題の演習を積みました。

*『やさしい理系数学』（河
合出版）で演習しました。
*『大学への数学増版　4・5
月号』（数研出版）で分野別
に演習しました。

*センター試験の過去問を
15年分、時間を計りながら
解きました。

*冬休みまでと同様、ノートで解き直
しました。
*過去問を7年分と東大本番レベル
模試の過去問を解きました。

*解けなかった問題は後で必ず解き
直しましょう。解説を読み、自分はど
こが分からなくて解けなかったのか
をきちんと理解することが大切です。

理二
108

（100）

*『大学への数学　1対1対
応の演習』（東京出版）の
ⅠAⅡBⅢをすべてこなしま
した。

*学校の勉強に加え、東大
模試の過去問2年分と東大
の過去問2年分を解きまし
た。

*センター試験の世界史を
詰め込んでいたので、全く
数学には手を付けなかった
です。

*センター試験の数学を5年
分解きました。過去問はや
はり大事です。

*『東大の理系数学25ヵ年』（教学
社）を用いて20年分過去問を解きま
した。最後の１ヶ月で驚くほど数学は
伸びました。

*近年の数学の易化に伴い、基礎力
も重要だと思います。「難しい問題を
たくさん」ではなく、「易しい問題を確
実に」を目指しましょう。

理二
102
（85）

*過去問の演習を始めたも
のの歯が立たず、基本に
戻るべきかと『青チャート』
（数研出版）や『大学への
数学　１対１対応の演習』
（東京出版）に戻ってみた
が、あまり役に立ちません
でした。結局できもしない過
去問に取り組んでいまし
た。

*『頻出レベル理系数学Ⅰ・
Ａ・Ⅱ・Ｂ・Ⅲ』（マセマ出版
社）、『頻出レベル文系・理
系数学Ⅰ・Ａ・Ⅱ・Ｂ』（マセ
マ出版社）を解きました。数
学のスランプから抜け出す
べくあえて簡単めな参考書
を買って解きました。

*センター試験の過去問題
集を使い演習しました。当
日問題用紙に書き込める
量を調整するためにB5に
プリントアウトして解くことを
お勧めします。

*『鉄緑会　東大数学問題集』（角川
学芸出版）を使いました。解けなかっ
た問題には付箋をつけて何度も解き
直しました。

*解き散らかしてたくさんの問題をこ
なしたところで力にはならないので、
しっかりと復習する習慣をつけましょ
う。復習をついつい忘れてしまう人
は、復習ノートを作っていつまでに何
の復習をやるべきか書いておきま
しょう。

理二
104

（105）

*長岡恭史先生のテストゼ
ミを解いていました。

*長岡恭史先生の授業を中
心に微積分を完成させるよ
うにしました。また、『大学
への数学　新数学演習』(東
京出版)を用いて他分野の
演習量を増やしました。

*学校の授業のみで済ませ
ていましたが、時々東大の
過去問に触れるようになり
ました。

*長岡恭史先生のテストゼ
ミで演習しました。東大の
過去問や東大模試の過去
問題集を解きました。

*他の科目に時間を費やし
ていたため、数学にはあま
り時間を割いていませんで
した。

*東大の過去問や東大本番レベル
模試の過去問を、本番と同じ150分
で時間を計りながら解いていまし
た。

*演習を行うと同時に、自分の苦手
な分野を抽出して、それを潰してい
きましょう。

理二
74

（60）

*『数学Ⅲ　標準問題精講』
（旺文社）を得点源にしたい
分野に絞って何回か解きま
した。

*『東大の理系数学25ヵ年』
（教学社）を得意分野から
解き始め、難易度A・Bを中
心に解きました。

*『東大の理系数学25ヵ年』
（教学社）をセンター試験ま
でに一周目を終えることを
目標に解き進めましたが、
時間をかけすぎてあまり進
みませんでした。

*『東大の理系数学25ヵ年』
（教学社）を1日1問ずつで
も必ずやるようにしました。

*『東大の理系数学25ヵ年』（教学
社）を何周もして、得意分野と難易
度A・Bの問題は同じものが出たら必
ず解けるという自信を付けました。

*過去問を多く解くとよく使う考え方な
どが分かってくるのでオススメです。

理三
106

（105）

*数学オリンピックの勉強をしていまし
た。『獲得金メダル』（朝倉書店）やIMO
のShortlisted Problemsを解きました。
*東大の過去問を解いたり、東大模試
の過去問を解いたりしました。

*あまり数学は触れていま
せんでした。

*東大模試の過去問の演
習をしました。
*数学甲子園に向けた作問
をしていました。

*『入試数学の掌握』（エー
ル出版）を数学の問題の体
系的な理解のために活用
しました。

*あまり数学は触れていま
せんでした。

*あまり数学は触れていま
せんでした。

*残しておいた過去問（2010年-2016
年）で演習しました。

*問題の体系的な理解（どういうジャ
ンルか、どういう思考過程を踏めば
できるのか）が重要です。
*早めに基礎が出来たのは良かった
です。

*日本数学オリ
ンピック銅賞

*学校の授業で扱う問題を解いていました。

*『入試数学の掌握 ①、②、③』（エール出版社）の問題を解いていま

した。理三志望者向けとなっていますが、数学を武器に戦うつもりの理
一、理二志望者にはかなり役に立ちます。これを冬休みまでずっとやり

ました。

*今までに間違えた問題をコピーしてノートに貼り、解けるまで
くり返し解き直しました。

*『東大の理系数学25ヵ年』（教学社）を分野別に解き
ました。これも繰り返し解き直しました。

*学校の勉強のみでした。

*『１対１対応の演習 数学Ⅰ』『１対１対応の演習 数学
A』『１対１対応の演習 数学Ⅱ』『１対１対応の演習 数
学B』（いずれも東京出版）を高2の終わりから始め、典型
的な問題がすらすら解けるように繰り返しました。
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理系数学

理三
120

（120）

*基礎を復習しました（問題
を見てすぐに方針を立てら
れるようにする）。使用した
教材は『大学への数学　新
数学演習』（東京出版）等で
す。

*10月の東大本番レベル模
試で失敗し、「3問をまず取
りに行く」戦略に切り替えま
した。点数は80～120点で
安定するようになっていき
ました。

*センター試験対策はしま
せんでした。
*2日おきくらいに150分の
演習をしました（『ハイレベ
ル理系数学』（河合出版）
から6問選抜）。

*センター試験後、過去問10年分解
きました。
*過去問終了後は東大模試の過去
問を解きました。
*時間配分を強く意識して演習しまし
た。（まず、6問全てに目を通し、易し
そうな問から始める。100分経過時
点で、
4完→見直してから残り2問
3完→残り3問のうち易しそうな1問を
やる
～2完→残りの4問のうち易しそうな
問を見つける）

*6問中、まず3問を確実に押さえま
しょう（必ず3問は易しいです）。そう
すれば、今年の入試ような易しい
セットでない限り、ビハインドになる
事は無いと思います。

*点に波がある
よりも、毎回コ
ンスタントに80
点取れる人の
方が強いで
す。

理三
98

（94）

*『大学への数学　1対1対応の演習』
（東京出版）を利用して分野別の対策
を進めました。
*5月中旬に数Ⅲの最後まで一通り勉
強し終えました。

*微積分が弱点分野だった
ので『東工大の数学　15ヵ
年』（教学社）から微積分の
問題を選んで演習しまし
た。

*過去問に取り組み始めま
した。苦手だと思う分野を
見つけ次第、『1対1対応の
演習』（東京出版）に戻って
確認することをくり返しまし
た。

*過去問を週末に1年分や
るようにしました。
*10月は防衛医科大学校
の過去問をやりました。
*学校の授業の予復習も行
いました。
*整数が苦手だったため、
『マスターオブ整数』（東京
出版）をやりました。

*過去問を進めました。年
度ずつ6問まとめて150分で
解きました。

*センター試験の数学を50
分で見直しを含めて終えら
れるように訓練しました（数
Ⅲにほぼ触れられなかった
ため、センターボケがひど
かったです・・・。二次試験
対策も続けておいた方が良
いです）。

*まだ終わっていない過去問を解き
ました。
*終わり次第、過去問の間違った問
題のみ2周目を解きました。
*『マスターオブ整数』（東京出版）を
見直しました。
*東大模試の過去問題集を最後に
やりました。

*基礎を固めることと苦手分野を無く
すことが重要だと思います。

理三
104

(105)

*『大学への数学』(東京出版)の学力コ
ンテストに参加していました。高2まで
は単元別の学習になることが多いの
で、単元別ではない学力コンテストを
定期的に解いていたことは高3での学
習にスムーズにつながったと思いま
す。

*他教科に力を入れていた
ので、参考書などを用いた
学習はあまりしていませ
ん。学力コンテストにはひき
つづき参加していました。

*夏の東大模試に備えて、6
問150分の演習をすること
が多かったです。

*演習中心でした。忘れて
いる単元がないかの確認
のため、一通り復習しまし
た。

*過去問を時間通りに解き
ました。弱いと感じた単元
は他大学(東京工業大学な
ど)の過去問を数題解いた
りしました。

*左に同じです。 *過去問を解いていました。 *私の場合は数学は好きだったの
で、高2までに力を入れて勉強してい
ましたが、このおかげで高3では他
教科に力を入れることができました。

理三
120

（120）

*６問150分のテスト形式で
やると良いと思います。た
だしこの時期はまだ時間を
気にしすぎる必要はないと
思います。

*『大学への数学　新数学
演習』(東京出版)、『ハイレ
ベル理系数学』(河合出版）
の復習をしていました。

*東大模試の過去問をやっ
ていました。140分ぐらいに
短縮してやるとなお良いと
思います。

*『鉄緑会　東大数学問題
集』（角川学芸出版）で東大
の過去問を1980年からす
べて解きました。解説が丁
寧なのでしっかり読み込む
と力になります。

*数学はセンターボケが怖
いので、センター試験対策
に傾注しすぎるのは厳禁だ
と思い、確認がてら１セット
分のみセンター数学（ⅠA
ⅡB）の過去問を解きまし
た。

*新たな問題に取り組む事はあまり
せず、これまでやった問題の解法を
確認しました。

*東大数学は水物とはいえ、解法パ
ターンの暗記で点は必ず取れるの
で、これを怠らないようにしましょう。
自分がミスしやすい所を知っておく
のも重要です。

*4月～12月まで塾で週に１回150分のセットで演習していま
した（この頃は90～100点を目標にしてやっていました）。

*過去問を『鉄緑会 東大数学問題集』（角川学芸出
版）を用いて解き始めました（9～12月は1980-2000
年、冬休み中に2001年～2006年を解きました）

*学校の授業の予復習も行いました。

*『新数学演習』(東京出版)、『ハイレベル理系数学』(河合出版)
を解いていました。

*過去問を『東大数学問題集』（角川
学芸出版）を用いて解き始める（9～
12月は1980-2000、冬休み中に～
2006を解いた）
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文一
42
(40)

*『基礎からの数学Ⅰ+A』『基礎か
らの数学Ⅱ+B』（数研出版）、『大学
への数学　1対1対応の演習』（東京
出版）、『文系数学の良問プラチカ』
（河合出版）、『大学への数学　新
数学スタンダード演習』（東京出
版）、以上の5つの問題集を高2まで
に終わらせました。全て解けるよう
になるまで繰り返し取り組みまし
た。

*学校の授業のみです。 *『文系数学の良問プラチカ』（河合出
版）の2周目をやりました。塾の講習
を受講しました。この時期になると1
問1問じっくり考えて取り組むようにな
りました。

*学校の授業のみです。 *『大学への数学　1対1対応の演習』
（東京出版）を再びやりました。基礎
を確認するのに役立ちました。二次
試験の過去問を少し解きました。解
けなかった問題については、自分の
考えが至らなかった部分をメモに残
しました。

*苦手な単元のみセンター試験
の過去問をやりました。

*残っていた二次試験の過去
問をセンター試験後2週間で仕
上げましたが、難易度の極端
に高い問題は解きませんでし
た。直前2週間は地歴に時間を
とられ数学はやりませんでした
が、感覚が鈍るので毎日やる
ことをおすすめします。

*高1、高2のうちはとにかく基礎を固めて下
さい。私は早くから難しい問題を解きすぎ、
解答を暗記してしまったので、初見の問題
を自分の頭で考えて解くことが苦手になっ
てしまいました。二次試験レベルの問題
（『文系数学の良問プラチカ』（河合出版）
等）は夏休み頃から始めても十分です。あ
と、模試では計算ミスに気を付けて下さい。
多少時間をかけてでもミスなく解く方が大
切です。

文一
70

*『大学への数学　1対1対応の演習』
（東京出版）のⅠ・A・Ⅱ・B を3週間で
1周しました。

*『文系数学の良問プラチ
カ』(河合出版)を3週間で1
周しました。

*『東大の文系数学25ヵ年』(教
学社)を1週間流し読みしまし
た。

*「解法の引き出しの数を増やす」という意
識を持って問題1つ1つに取り組んでいくこ
とが大切です。

文一
80
(75)

*問題系統ごとの「あるある」を、「あるある」
としての文章化・体に染み込ませる演習、
という2つのアプローチを体得することで
す。

文一
41
(55)

*数学が苦手だったので、『青
チャート』(数研出版)のⅠAⅡBを用
いて定石の習得をはかりました。

*塾で、予習で事前に与えら
れた教材の問題に取り組
み、授業でテストゼミを解い
て解説を受け次週までに復
習するというサイクルを繰り
返していました。

*塾の夏期講習、一学期の塾の授業
の復習をしました。
*夏の東大模試の復習をしました。1
週間ほどしか間がなく、立てつづけに
受ける方も多いと思いますが、2回目
の前に1回目の復習をすることでより
有意義に模試を使えると思います。

*塾の教材の予習復習をし
ていました。

*センター試験の数学の形式が苦手
だったので、過去問とマーク模試の
過去問を使って、毎日大問1つは解く
ようにしていました。
*2学期の塾の授業の復習をしていま
した。

*ⅠAⅡBの問題を交互に毎日1
年ずつ解いていました。セン
ター試験の過去問は20年分くら
い取り組んだと思います。

*新しい問題は東大の過去問7
年分くらいにとどめて、主に塾
で解いた問題の復習をしてい
ました。

*たくさんの教材に手をつけるよりも数冊の
参考書に絞って完璧にする方が効果的だ
と思います。

文一
58

*学校行事が忙しく、数学には全く
手が回せませんでした。

*塾で数学の各分野の解法
を知ることで手一杯でした。

*塾の講習に参加した他、塾のテキ
ストの問題を1周し、問題の演習量を
増やしました。
*少しずつ東大の過去問に触れ始め
ました。

*東大の過去問の古い年度
の問題を解き進めました。
一橋大の過去問にも手をつ
けました。
*塾でのテスト演習に積極
的に参加しました。

*学習法は9～12月と同様でしたが、
センター試験の他科目の対策に忙し
く、数学にはあまり手が付けられませ
んでした。

*センターボケが怖く、一度解い
た東大や一橋大の過去問、塾
のテストゼミの問題を見返しま
した。

*参考書は特に使わず、参加し
たテストゼミの復習を始めとし
て、今まで解いた問題の類題
が全て解けるようにと、復習に
終始しました。

*ほとんど参考書を使わずとも入試対策は
可能です。
*直前期に演習を怠ると本番で計算ミスを
してしまいがちなので、計算・演算する習慣
をつけるといいと思います。

文一
23
(25)

*塾のテキストの問題を総
復習した後、過去問演習に
入りました。年度ごとに解
き、解説は『東大数学で1点
でも多く取る方法　文系編』
(東京出版)を参照しました。

*過去問を2，3年分解きました。セン
ター数学が苦手だったので、そちら
の過去問（ⅠAは予想問題）も始めま
した。

*センターⅠA・ⅡBを交互に１
日１年分解きました。東大の過
去問演習はお正月からはお休
みしました。

*過去問の残っていたものをや
りきった後、東進の東大本番レ
ベル模試の過去問を解きまし
た。またそれと同時に間違えた
問題の見直しもし、最後の５日
では解いた過去問の要点を復
習しました。

*数学が苦手な人は基本的に定石を身に
つけることが重要だと思います。

夏の東大
模試で10
点を取る
程苦手で
した。

文二
52
(55)

*『文系数学のプラチカⅠAⅡB』(河
合出版）で、二次試験に頻出の分野
を中心に解き、ベクトルの章はとばし
ました。

*『大学入試センター試験実戦
問題集数学ⅠA・ⅡB』（駿台文
庫）（青本）
7回分の模擬試験を時間を計っ
て
やりました。

東大特進のテストゼミの復習
や東大本番レベル模試の過去
問を解いていました。

基礎が固まってきたら、4問中何問完答を
目指すか、ということが重要です。目安とし
ては2完ですが、得意な人は周りと差をつ
けるチャンスなので、3完、4完を目指しても
いいでしょう。目標の完答数が定まってき
たら、まず時間配分（何分解けなかったら
次の問題に進むか等）を意識し、1題あたり
にかけられる時間に合わせて3～4題セット
で解く練習をしましょう。まだ慣れていない
うちは3題100分、4題120分等がおすすめ
です。

文系数学

『東大の文系数学25ヵ年』（教学社）

*特別なことは特にしませんでした。

＊高2までにほぼ完成していたので、週に5題程度、塾の問題集を

用いて演習していました。一年を通して大体このペースでした。

＊過去問は年度別には行いませんでした。

*特別なことは特にしませんでした。

*主に塾の授業の予習・復習をしていました。参考書
は特に利用していませんでした。

*1年を通してネットで拾った問題に手をつけるという勉強は続けました。

*塾のテキスト問題集（教科書レベルから標準レベルの定
石が網羅されているもの）を時間をかけて1周し、間違えた
問題を解き直しました。

*『１対１対応の演習ⅠAⅡB』（数研出版）

*１周目は基本例題のみを解き、解答の記述を真似るよ
うな意識で、式だけでなく文章もセットで覚えました。 *
２周目は基本例題を式だけ書いて手短に書き、下の問題
演習を解きました。ここで解けなかった問題には印をつけ
ておきました。
*３周目は印のついている問題を優先し、もう一度基本例
題の確認をしました。

*10年分は本番と同じセットで、それ以前は自分で
4題ずつセットにして120分で解いていました。
*12月以降は1回100分で時間配分を意識し始めました。
*直前期は典型的な問題（特に確率や図形と方程式）
の問題を5分ほど眺め、解法を思い浮かべてから
解答を読み直しました。
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文系数学

文二
48
(45)

*センター試験が時間内に終わるか
不安だったので、追試も含め20年分
をほぼ毎日やりました。
*また、東大の過去問を大問ごとに解
きました。

*駿台・河合塾のセンター試験
実戦問題集を利用して毎日1
セットずつ行いました。

*東大本番レベル模試の過去
問や駿台の入試実戦問題集を
利用して、4問の時間配分の練
習をしました。

*数学は、着手しやすい問題の見極めや、
頻出分野の解くポイントを過去問研究を通
して知ることが大切です。

文二
68
(70)

*『大学への数学　1対1対応の演
習』のⅠA、ⅡBを中心にやっていま
した。各セクション2～3周くらいやり
ました。

*『文系数学の良問プラチカ』
（河合出版）を夏休みも含め
て2～3周しました。
確率に苦手意識を感じ、
『ハッと目覚める確率』（東京
出版）に取り組みました。

*夏休み前と同じです。 *二次試験の過去問を10年
分やりました。

*二次試験の過去問を『東大数学で1
点でも多くとる方法　文系編』（東京
出版）で15年分やりました。

*センター試験の過去問を直前
期だけの期間で5年分やりまし
た。

*二次試験の過去問を『東大数
学で1点でも多くとる方法　文
系編』（東京出版）で15年分や
りました。

*苦手分野を量をこなして克服するのがポ
イントです。

文三
50
(60)

*社会の学習が忙しく、週1の塾以外
では学習時間を取れていませんでし
た。

*過去問10年分をやって東
大入試の傾向を掴みまし
た。

*過去問を新たに5年分解き、
今まで解いてきた過去問を分
析して本番に備えました。

*英語、数学は高2までに基礎を固めてしま
うことが大切です。

文三
54
(55)

*センターの過去問を25年前のもの
から解き基礎を身につけました。

*二次過去問を解き始めまし
た（東進の過去問演習講
座）。

*過去問演習を継続しました。 *過去問演習10年分を2周
しました。
*『文系数学の良問プラチ
カ』（河合出版)を1周しまし
た。

*『文系数学の良問プラチカ』（河合出
版)：自信のない単元を中心に繰り返
し解いていきました。
*センター過去問(東進過去問データ
ベース）：60分というスピードを頭の
中に叩き込むために、時間を必ず計
測することを意識しました。

*プラチカと二次過去問とセン
ターの割合を1：0.5：8.5ほどに
しました。
*センターは毎日1年分を朝に
行い、時間短縮を意識しまし
た。その後はつまった問題を
ピックアップし繰り返し復習しま
した。

*東進の東大本番レベル模試
の過去問を週1回時間割を設
定して行いました。
*過去問10年分の解き直しを
進めると共に、25ヵ年（赤本）を
使用して新しい問題への思考
力をつけました。

*私にとって苦手科目であったため、とにか
く基礎固めを重視しました。解き終えた後、
解説をみた後に自分のプロセスを分析し、
問題に対するパターンを身につけるのがよ
いです。

*学校で使用していた『数学Ⅰ・Ⅱ・A・
B入試問題集文系2016年版』を家で解
くだけでした。

*『東大の文系数学25ヵ年』（教学社）を頻出の単元からピック
アップして、1日に2題くらいのペースで演習しました。

*塾の教材をやっていました。この時期は基礎固めが
大切です。

*センター試験の過去問を2日に1回解きました。
課程が変わる前は量が少ないので、ⅠA・ⅡB共に30～40分で
解くことを目標にしていました。

10 ページ



東進 東大特進コース【東大合格への受験勉強の進め方-参考書・問題集活用編-】 科類欄の数字:開示得点　(　　)は自己採点 2017.5版

科類氏名 ～5月 夏休み前 夏休み 9～12月 冬休み センター前 前期二次試験前 学習重点ポイント 特記事項

理一
（45） 透

*『富井の古文読解をはじめか
らていねいに』（東進ブックス）
を、点数に波のあった古文対策
として取り組みました。

*理系は配点が小さいのであまり時間
を割きすぎないことが肝心だと思いま
す。

理一
（35）滉

*過去10年分程度のセンターの
問題を解きました。

*東進の直前テストゼミで本番に備えま
した。

*定期的に（月に１回はやってほしいで
すが）問題を解く、単語帳を見るなどし
た方が良いです。

理一
(25) 晃

*『東大の古典　25ヵ年』(教学社)　2000
年以降を解きました。

*センター試験の対策が二次試験にも
役立ちます。林先生の授業は速いの
で、現代文が苦手ならt-PODで分から
ない所を止めて考えながら受ける方が
良いです。

*苦手です。

理一
38

（35）
幹

*東大現代文の前期集中講
座、夏期集中講座を受講し
ました。
*『古文単語565』（スタディ
カンパニー）を覚えました。

*東大現代文の秋期集中
講座を受講しました。

*東大現代文の冬期集中
講座を受講しました。
*『古文読解ゴロゴ』（スタ
ディカンパニ―）をしまし
た。

*センターの過去問を10年分解
きました。
*『体系漢文』（数研出版）を解き
ました。

*東大過去問を7年分ときました。
*直前テストゼミを受講しました。

*現代文は林先生の授業をもう少し早く
受けとけばよかったかもしれません。
*古文は単語（簡単なもので大丈夫で
す）を早めに覚えて、学校で習う文章を
きちんと読んでおけば良かったと反省し
ています。

理一
32

（35）
幸

*古漢は、学校の授業だけでし
た。単語や句法の小テストには
きちんと勉強をして臨んでいま
した。

*古漢は学校の授業が中
心でした。

*現代文：二次試験の勉強
は一旦止めて、センター試
験の過去問に取り組みま
した。　　　　　　　　　　　　*
古漢：単語、句法を1日に
30分ほど時間を設けてつ
めはじめました。また、セ
ンター試験の過去問を始
めました。

*現代文：センター過去問をしま
した。全部で25年分はやりまし
た。　　　　　　　　　　　　　　　　*
古漢：センター過去問をしまし
た。こちらも25年分はやりまし
た。古漢はセンターの過去問を
するだけで勉強になりました。

*現代文：今までの林先生の授業のプ
リントを見ながら解答に至るプロセスを
再確認しました。５年分くらいは実際に
答案を作成して最終調整をしました。
*古漢:単語、句法をつめました。『東大
の古典25ヵ年』（教学社）の2000年以降
を練習用に古漢で30分測って解きまし
た。

*現代文は林先生の授業、古漢は自分
に合う単語帳、句法帳が一冊あれば充
分だと思います。古漢はやれば必ず点
になる分野なので、センター前（冬休
み）頃からはきちんと取り組むべきで
す。

理一
46

（40）

*『漢文道場　入門から実
戦まで』(Z会出版)に取り
組みました。

*『古文単語FOMURA』(東
進ブックス)を通学時間にノ
ルマを決めて取り組みまし
た。

*語彙の学習を中心にしていま
した。

*二日に一回年度ごとに過去問を解き
ました。
*自己採点の際、『鉄緑会東大古典問
題集』(角川学芸出版)を利用しました。
*現代文は東大特進の授業の復習をし
ていて、この頃にようやく解き方が確立
しました。

*私は直前まで古漢の勉強をしなかっ
たためセンターに間に合わなかったこと
を踏まえると学校の授業に左右されな
い科目なのでもっと早くから学習するの
が良いと思います。
*現代文は模範解答ではなく模範的な
解答プロセスを理解するよう努めると良
いと思います。

理一
36

（35）

*『東大の国語25カ年』（教学社）を用い
て過去問を10年分やっていました。目
標は40点に設定していました。

*わからないからといって適当に解くの
ではなく、きちっと考えて解くようにしま
しょう。また基本的に古文単語や漢文
単語は早いうちから覚えた方が良いと
思います。

理二

*古漢に集中的に取りくん
でいました。単語・文法・句
法の最終チェックを行いま
した。

*過去問を毎日解きました。難
化が予想されたので、過去の難
しかった問題に集中的に取りく
みました。

*林修先生の教材をできるだけ復習し
ていました。先生の書き込みを見ずに
同じ考え方をたどれるかを重視してい
ました。古漢は東大本番レベル模試の
過去問を利用していました。

*現代文は林先生の頭の使い方を体得
しましょう。古文・漢文の暗記事項は早
めに覚えましょう。

*高１から林先
生の授業を受
講していまし
た。

理二
43

（35）

*古文単語３１５（桐原書
店）で単語・表現の暗記
をしていました。

*センターの過去問を10年分
（古漢のみ）解きました。

*過去問７年分（古漢のみ）を解きまし
た。

*古文・漢文のよく出てくるややこしい表
現は正確に覚える。

理系国語

＊現代文は林修先生の授業を中心に、古文と漢文はたまに過去問を解く程度でした。

*林修先生の授業を受講しました。

*『実戦トレーニング 古文単語』(中央
図書)で演習していました。

*『体系漢文』(数研出版)を用いて演習していました。

*『センター試験 国語』(教学社)いわゆる赤本です。
15年分くらい解きました。

*現代文は、林修先生の授業を中心に学習していました。

＊林修先生の現代文の授業を受けていました。 ＊センター試験の過去問演習をしていました。

*林修先生の授業を受けていました。

*学校で配られた『ミラクル古文単語396』『超スゴ速

古典文法50』（ともに旺文社）を夜に読んでいました。
*『センター試験過去問研究国語』（教学社）を、本番と
同様の時間で解きました。

*学校の予習・復習をしていました。
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理系国語

理二
（35）

利

*漢文はあまり触れていません
でした。

*時々句法を確認していました。 *三羽先生の授業を受け、
テキスト付録にある重要語
句などを読んでいました。

*この頃から東大の過去
問を解き始めました。
*各社の模試の過去問を
解き始めました。

*センターぼけを直すために、残ってい
た東大の過去問を解いていました。
*古文・漢文は模試過去問も用いて演
習量を確保しました。

*理系の人は、国語に時間を割きすぎ
ないようにしましょう。

理二
36

（43）

*古文・漢文に関しては殆ど勉
強せず、現代文は林修先生の
授業の予復習のみでした。

*古文・漢文は点が上がりやす
いと考え、『マドンナ古文単語
230』（学研）を覚え、『漢文学習
必携』（京都書房）を暇がある時
には必ず読んでいました。

*現代文に関しては林先生
の講義を、古文・漢文に関
しては栗原隆先生の講義を
受けていました。

*国語はいったんお休み
しました。というのも理科
で90点越えを狙っていた
ので、国語に割く時間が
あまりなかったためで
す。

*センター試験の過去問を
５年分解きました。

*センター試験の過去問を７年
分解きました。

*古文・漢文に時間を割くのは無駄と考
え、スキマ時間でのみ前述の２冊を復
習していました。現代文は林先生の講
義を受けていました。

*高２の終わりまでに古典を固めておく
と、理系の人の場合、圧倒的な強みに
なります。頑張って下さい。

理二
48

（45）

*『漢文道場』（Z会出版）・
『古文単語315』（桐原書
店）をもう直前まで古漢に
触れないつもりで知識を覚
えました。

*『漢文道場』（Z会出版）・
『古文単語315』（桐原書
店）で知識を覚えなおしま
した。

*理系の人はあまり時間を割かずに効
率よく勉強しましょう。

理三
53

（50）

*学校の授業の復習をしまし
た。
*センター模試をたまに受けま
した。

*林修先生の授業を受けま
した。

*古文単語を覚え直しまし
た。

*二次試験の過去問を約10セット解い
て復習しました。
*夏に受けた林先生の授業を復習しま
した。

*現代文は文の論理構造をつかむこと
*古文・漢文は単語力＋文法力＋慣れ
です
*冬にたくさん解くだけで力がつくので
侮らない方が良いと思います。

理三
54

（35）

*古文単語・漢文句形を意識的
に覚えはじめました。

*古文・漢文は『得点奪取』シ
リーズ（河合出版）で記述問題
に慣れました。

*夏休みは、現代文の東大
特進の講座を受けただけ
で、理科を主にやっていま
した。

*古典は『東大古典問題
集』（角川学芸出版）を用
いて勉強しました。付録
もよく活用していました。

*センターの過去問を始め
ました。
*古文単語・漢文句形を再
確認しました。

*センターの過去問を25年分演
習しました。

*10年分の過去問を復習しました。
*古文単語・漢文句形の再確認をしまし
た。古文単語は『ベストセレクション
325』（尚文出版）、漢文句形は『漢文句
形とキーワード』（Z会出版）を主に使っ
ていました。

*伸びにくい教科である事は確かです
が、努力すれば結果はついてきます。
しかし、理科が未完成なら、そちらを優
先すべきでしょう。

*僕はセンター
前に国語を徹
底してやったに
もかかわらず、
本番で大失敗
してしまい、か
なり落ち込み
ました。しか
し、これが二次
試験対策に集
中できた一つ
の要因だった
と思います。

理三
31

（44）

*10月から古漢の知識を
詰め始めました。

*センター国語を２日に１回
ぐらいの頻度で解きまし
た。
*現代文は答えを論理的
に導けるかを時間をかけ
て確認しました。

*センター国語をほぼ毎日解い
ていました。

*５年分ほど現代文と漢文をやりまし
た。古文はあまりやりませんでした。

*理系では国語の優先度は低いです
が、現代文の授業の復習、古典の知識
取得など最低限のことはやりましょう。

理三
44

(45)

*学校の授業の他に、特別なこ
とは何もしていません。

*林修先生の授業をt-podで受
講しました(その後も何度か受
講しました)。

*模試に向けて古文単語や
漢文の句形を暗記しまし
た。

*古文単語・漢文句形の
暗記に加えて、古文の文
法の復習も始めました。

*1年分だけ過去問を解き
ました。

*センター試験の過去問を時間
を計って解いていました。古文・
漢文の知識事項は合間をぬっ
て復習していました。

*過去問を解きました。『鉄緑会東大古
典問題集』(角川学芸出版)で復習をし、
現代文の林修先生の授業を復習しまし
た。

*直前期ではあったものの、国語に力を
入れて勉強した時期があったことはよ
かったのではないかと思います。

理三
46

（35）

*他教科に重点を置いたため、
殆ど何もせず、林修先生の講
座の予復習だけしっかりやって
いました。

*演習不足と感じたため、
『得点奪取』シリーズ（河
合出版）をやりました。自
分で時間を決めてテスト
形式でやりました。

*センターの過去問を25年分演
習し、時間配分に慣れました。
河合のセンター模試の過去問も
解きました。75分ぐらいでやって
おくといいと思います。

*現代文の解法を確認していました。
*古文単語・漢文句形の再確認をしまし
た。

*古漢はやればすぐに伸びます。単語
は覚えているもの勝ち、やらなければ
勿体ない！ぐらいの気持ちで覚えま
しょう。現代文は林先生の授業の予復
習で必要十分だと思います。

*現代文は林修先生の授業で対策していました。
夏休み頃には、記述力に目処が立ちました。

*センター試験の過去問のみを解いていました。

*ひたすら国語はさぼりました（真似しないでください）。

*現代文は１年を通して林修先生の授業とその予復習をしてい
ました（10年分の過去問を消費してくれます）。

*東大特進で現代文の授業を受けました。

*『重要古文単語 325』（中経出版）で古文単

語を覚えました。目次が見やすくオススメです。
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文一
70
(55)

*高１のときに『ステップアップノート30
古典文法基礎ドリル』『ステップアップ
ノート10 漢文句形ドリルと演習』（河合
出版）を使用しました。

*古文漢文は単語・重要語
句を忘れないように時々見
ていました。（学校の教材）

*古漢は東大特進の授業を
t-PODで受けていました。

*古文漢文は引き続き単
語・重要語句を忘れないよ
うに時々見ていました。（学
校の教材）

*現代文は林修先生のライ
ブ授業でセンター対策の講
座と二次対策の講座の両
方を受けました。

*現代文はセンター過去問
を１日１年分ずつ解きまし
た。
*古漢共に１日１年分ずつ
センター過去問を解きまし
た。

*現代文は何もしませんでした。
*古漢は過去問を10年分ほど、１日１
年分ずつ解きました。

*古文漢文は単語・文法を高１のうち
に固めておくと得点源となり、高３に
なってから楽です。現代文は林修先
生の授業がおすすめです。予習に
は４－５時間程かけても良いと思う
ので、自分の解答をしっかり作成し
てから受講してください。

文一
68

*『漢文早覚え速答法』(学
研マーケティング)を一周し
て漢文の基礎事項を確認し
ました。
*『読んで見て覚える重要
古文単語315』(桐原書店)を
適宜参照していました。

*特別なことはしませんでし
た。

*『漢文道場』『古文上達読
解と演習56』(Z会出版)を二
週間で一周しました。

*『大学入試過去問レビュー
国語』(河合出版)を二日に
一回一年分を解きました。

*『25ヵ年』(教学社)を一週間で流し
読みしました。

*国語はとにかく量をこなすことが重
要です。量が自信につながります。

文一
65
(55)

*高2までに句法と文法はそ
れなりに頭に入っており、
秋まではとくに対策しませ
んでした。

*京都書房で7回分の問題
集を買いました。

*過去問を5年分くらい解きました。 *他教科とのバランスを意識しまし
た。

文一
72
(50)

*『古文上達』(Z会出版)で文法を仕上
げました。

*学校で古文の文章にふれ
る程度でした。

*古文漢文に関しては特に
しませんでした。

*センター試験の過去問を
合計10年分程度取り組み
ました。
*センター試験に向けて『古
文単語FORMULA600』(東
進ブックス)に集中的に取り
組みました。

*現代文は東大特進の授業の復習
をしました。
*古文・漢文は5年程度過去問に取り
組みました。

*時間をかければ伸びるタイプの教
科ではないので、あまり時間をかけ
ないことが得策だと思います。
*古漢は文法事項を遅くとも高3の5
月までに習得するべきだと思いま
す。

文一
63

*学校行事が忙しかったため、ほぼ手
つかずでした。
*林修先生の授業は受けていました。

*古文は単語帳の通読に加
え、東大特進の授業を受け
ていました。
*漢文は学校の授業の復習
のみでした。

*漢文は東大特進の漢文テ
キストが知識の補填に最良
だったので、通読しました。

*古文、漢文は『鉄緑会東
大古典問題集』（角川学芸
出版）の付録で別角度から
知識を蓄えました。
*過去問演習を進めまし
た。

*古典は過去問演習の復習
とも合わせて、知識のチェッ
クを行いました。

*二次試験の過去問演習をしまし
た。
*東大特進の漢文テキストや古文単
語帳による知識の最終チェックを行
いました。

*国語はセンター試験、二次試験共
に慣れの要素が大きいので演習が
重要です。
*今年のように2次で古文だけ極端に
難しいということもあるので、どの分
野からでも得点できるよう満遍なく学
習すべきだと思います。
*古典は学校の授業をきちんと聞き
ましょう。

文一
71
(60)

*『ステップアップノート10　漢文句形ドリ
ルと演習』（河合出版）と『ステップアッ
プノート30　古典文法基礎ドリル』（河合
出版）をやり、文法・句形を学びました。

*古漢は学校の授業やワー
クをメインにし、ときどきセン
ター試験の過去問を解きま
した。

*古文が苦手だと感じたの
で、『マーク式基礎問題集
古文』（河合出版）をやりま
した。
*漢文は『漢文』（河合出版）
を始めました。

*古文単語を集中的に覚え
ました。（『読んで見て覚え
る重要古文単語３１５』（桐
原書店）を使用）
*『ライジング古文』（桐原書
店）を解きましたが、私には
難しすぎました。
*模試の復習をし、過去問
を２年ほど解きました。

*二次試験の過去問を2年
ほど解きました。『鉄緑会東
大古文問題集』（角川学芸
出版)を用いました。クリス
マス頃からは、センター試
験 の過去問を解きました。
点数が安定しなかったの
で、とりあえずたくさん解き
ました。

*センター試験の過去問を
解きました。

*古文は『漆原慎太郎の古文・記述
問題が面白いほどとれるスペシャル
レクチャー』(中経出版）を、漢文は
『最強の漢文』（Z会出版）を使用し、
記述対策をしました。
*栗原隆先生のテキストを復習しまし
た。

文系国語

*古文は受験前日まで毎日単語帳をやりました。
『マドンナ古文単語230』（学研マーケティング）

*高２の春から東大特進コースの林修先生のライブ授業を受け
ていました。現代文はこの授業で対策しました。

*特別なことはしませんでした。

*現代文に関しては林修先生の授業を受けていました。

*漆原慎太郎の参考書と『得点奪取古文 記述対策』
『得点奪取漢文 記述対策』(河合出版)をやりました。

*古文・漢文は東大模試の復

習をしました。

*現代文は林修先生の授業だけでした。

*漢文はセンター試験の過去問と東大模
試の過去問を1回分ずつ毎週解いていま
した。

*林修先生の講座を受講しその復習をしていました。

*古文は『ミラクル古文単語396』（旺
文社）を通読しました。

*センター試験の過去問をひたすら解き続け

ました。
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文系国語

文二
60
(60)

*漢字を一通りやりました
（テキストは学校で配付さ
れたもの）。

*現代文は10回分、古漢は
25回分センターの過去問を
やりました。

*林先生の解答プリントを参考に、10
年分の過去問の解き直しをしまし
た。

*国語はセンター試験で失点しやす
いので、特に古漢で点を落とさない
ようにしっかりと対策をしましょう。

文二
75
(60)

*現代文の対策は林修先生
の東大特進の授業で行い
ました。
*古典は『入試精選問題集』
（河合出版）を進めました。

*古文漢文の二次試験の過
去問は10月ごろから形式に
慣れるために解き始めまし
た。

*センターの過去問を少し
ずつはじめ、時間配分を決
めました。

*センターの古文漢文を短
い時間で解けるようにト
レーニングしました。
*古典は過去問20年分をや
りました。

*東大特進で高3の前期に扱った年
度の現代文を解き直して林先生のプ
リントでポイントを確認しました。
*『東大の古典25ヵ年』（教学社）で直
前まで古い過去問を解き進めまし
た。

*古文は助動詞をマスターすれば、
直前は単語の暗記だけで済みます。
単語帳を繰り返しやりましょう。
*古典は試験でいかに短い時間で解
き終えられるかが大切です。現代文
に時間がかけられるように読解ス
ピードを上げましょう。

文二
49
(55)

*現代文：林修先生のテキストの予習、
復習をしていました。
*古文：『マドンナ古文単語230』（学研
マーケティング）で単語を、『基礎から
のジャンプアップノート古典文法演習ド
リル』（旺文社）で文法をやっていまし
た。
*漢文：学校の授業が中心でした。

*現代文：以前と同様
*古文：以前と同様
*漢文：『漢文・入試精選問
題集9』（河合出版）をやっ
ていました。

*現代文：以前と同様
*古文：『読み解き古文単
語』（Z会出版）をやっていま
した。
*漢文：以前と同様

*現代文：以前と同様
*古文、漢文：二次試験の
過去問10年分をやっていま
した。

*現代文、古文、漢文：セン
ター過去問10年分をやりま
した。

*古文：『読み解き古文単
語』（Z会出版）をやっていま
した。
*現代文、漢文：センター過
去問の復習をしていまし
た。

*現代文、古文、漢文：二次試験の
過去問の復習をしていました。

*古文・漢文を中心にやりましょう。

文三
58
(60)

*『古文上達　基礎編　読解
と演習45』（Z会）をやりまし
た。

*夏の東大模試で古典がか
なり悪かったので、『得点奪
取古文・漢文』（河合出版）
をやりました。
*過去問を10年分解きまし
た。古典の過去問は『東大
古典問題集』(角川学芸出
版）、現代文の過去問は林
修先生の解説を参照しまし
た。

*『東大古典問題集』(角川学芸出版）
巻末の「古文単語集成」を覚え込
み、過去問を数年分確認しました。

*現代文は林修先生の授業がおす
すめです。
古典も知識を入れたら、あまり時間
を割きすぎないようにしてください。

*7月まで京大
志望でした。

文三
69
(75)

*東大特進の古文・漢文の
巻末の知識編を利用して知
識補充をしました。
*センター試験の過去問を
利用し、80文字の解答を自
分で作成しました。
*二次試験の過去問を解き
始めました(古文・漢文)。

*古文・漢文は音読すること
で二次試験の過去問を解
き進め、復習を行いました。

*学習割合は、二次試験：
センター試験を8：2ほどにし
ました。

*評論、小説、古文、漢文の
セットを作り、時間を計って
解きました。
*自信の無い小説分野は過
去問（赤本)を使って20年分
程解きました。

*東大特進のテキストの総復習をし
ました。
*古文、漢文は『東大の古典25ヵ年』
（教学社）を解き進めました。

*現代文については、林修先生の授
業の徹底的な復習、再現が最重要
です。
*古文、漢文は夏までに基本用語や
文法を整理し、あとは多くの問題に
あたってください。

*古典は学校の授業に合わせて学習しました。

*東進衛星予備校で「京大対策国語」を受講していました。 *センター試験の過去問を解き、古典の知
識を確認しました。

*現代文：東大特進の受講、復習の他には対策していません

でした。
*古文：『古文単語FORMULA600』（東進ブックス)を利用して
夏休み前までに習得を目指しました。

*漢文：特に対策しませんでした。 *現代文は東大特進のテキストとその復
習を行いました。

*現代文は主に林修先生の授業の予習・復習をしていました。

復習は答案が返却されてから解答とプリントを読み直していました。

*『古文上達』（Z会出版）を一周しました。
*漢文は『早覚え速答法』（学研マーケティング）を一周しました。

*古文は単語帳『読んで見て覚える古文単語315』（桐原書店）を

見直していました。
*漢文は『句形とキーワード』（Z会）を買って読みました。

＊『東大の古典25ヵ年』（教学社）を10年分ほど解きました。

14 ページ



東進 東大特進コース【東大合格への受験勉強の進め方-参考書・問題集活用編-】 科類欄の数字:開示得点　(　　)は自己採点 2017.5版

科類 ～5月 夏休み前 夏休み 9～12月 冬休み センター前 前期二次試験前 学習重点ポイント

理一
（40）

＊東進の「ハイレベル物理」のテキス
トを使って復習をしていました。

*センター試験の過去問を２年分ほど
解きました。

*東大本番レベル模試の過去問を化学を合わ
せて解きました。

*問題で扱う現象について物理で人に説明でき
るまでよく復習することが大切だと思います。

理一
（30）

*全分野を夏休み終了時までに終わらせない
と、後が苦しいです（私の学校の授業は１１月
中旬に全範囲が終わりました）。

理一
（45）

*基礎に不安を感じ、電磁気の範囲の
み『名問の森』（河合出版）をやりまし
た。

*物理の考え方が分かると飛躍的に点数が上
がることがよくあります。なので、何度でもよい
のでつまるたびに基本に立ち返ることが大切だ
と思います。

理一
40

（40）

*「ハイレベル物理」の力学、波動、熱力学を
一回ずつ受講しました。わからないところが
あったらすぐに一度停止をして、分かるまで
何時間かかっても考え、それ以外は1.5倍速
で見ました。

*「ハイレベル物理」の電磁気学を受
講しました。

*「ハイレベル物理」の原子、原子核と
東大特進の夏期集中講座を受講しま
した。
*例題の解説が丁寧なので、自分の
苦手分野の例題のみ『難問題の系統
とその解き方』（ニュートンプレス）を解
きました。

*東大特進の秋期特別講座、秋期集
中講座、秋期テストゼミを受講しまし
た。秋期テストゼミはt-PODが無かっ
たため、問題と解説を自宅に郵送して
もらい自宅で問題を解きました。

*東大特進の冬期集中講座を御茶ノ
水校まで受講しに行きました。

*センター試験の過去問を10年分解き
ました。このとき、時間を計り、見直し
はせずおわったらすぐに採点するとい
う形をとりました。ここで大事なのは、
センターの問題は二次の問題と何も
変わらないと言うことです。センターの
問題は二次の問題の通過点です。

*東大特進の直前集中講座、直前テストゼミを
受講しました。分からなかった問題については、
その分野の徹底的な見直しを図り、場合によっ
てはその分野の「ハイレベル物理」をもう一度
受講しました。

*とにかく曖昧なところはその場その場で消して
いきましょう。公式を覚えるのは最後の最後で
大丈夫です。１から自分で説明できるかを常に
確認しましょう。

理一
53

（45）

*東進衛星予備校で苑田尚之先生の「ハイ
レベル物理」を受講していました。

*東大特進の苑田尚之先生の授業と
『東大の物理25ヵ年』（教学社）をして
いました。演習をしなくて大丈夫だろう
かという不安もありましたが、全くやる
気が起こらず、結局問題集は1冊もや
りませんでした（しかし、１冊くらいは
やるべきかもしれません）。

*東大の理科は時間との勝負でもある
ので、時間配分を間違えないように練
習が必要だと考え、化学とセットで時
間を計って『東大の物理25ヵ年』（教
学社）をやるようになりました。

*センター試験の形式へ慣れるために
念のため2，3年分だけセンター試験
の過去問に取り組みました。

*東大特進の授業と『東大の物理25ヵ年』（教学
社）をしていました。化学とセットで時間を計って
解いていました。
*東大本番レベル模試の過去問で最終調整を
しました。他の東大模試の過去問も少し解きま
した。

*物理は問題量をこなすよりも質の高い勉強に
より確実な理解を深める方がいいと思います。
あやふやな所ははっきりさせて、確実につぶす
ことを心掛けるのがよいと思います。

理一
25

(30)

*これまでの学習に加え、模試の復習
にも時間をかなりかけました。

*東大特進の授業と、学校の先生がく
れた基本問題のプリントを主に利用し
ていました。

*センター対策と、模試の復習をして
いました。

*センターの過去問演習に専念してい
ました。

*２日に１回、過去問を年度ごとに解きました。
自己採点に当たって、『2017年度用鉄緑会東大
物理問題集』（角川学芸出版）も利用しました。

*私はできませんでしたが、学習の軸となるよう
な、自分に合った問題集を見つけることが重要
だと思います。

理一
54

（55）

*『センター試験過去問研究物理』（教
学社）でセンターの過去問を解いてい
ました。時間は本番よりも30分短い30
分でやっていました。

*『2017年度用　鉄緑会　東大物理問題集』（角
川学芸出版）を用いて過去問を3年分（2013年
度より前は2016年度のと比べ易しすぎるから）
解きました。目標は化学と合わせて100点に設
定していました。

*一つ一つの公式についてきちっと理解しなが
ら勉強しましょう。曖昧な理解は物理では他の
教科に比べて特に危険です。一つ一つの問題
に出てくる現象を高い所から見下ろすようにし
ましょう。これができるようになると受験物理の
点がぐっと伸びるはずです。また序盤で計算ミ
スするとその大問が全滅する可能性があるの
で、序盤は慎重に計算をしましょう。

理二
（30）

*『物理のエッセンス』（河合出版）を使いまし
た。基礎が固まっていないように感じたの
で、基本的な参考書に取り組みました。

*『名問の森』（河合出版）を使いまし
た。学校の進度が遅いということで
焦って『名問の森』（河合出版）を始め
ましたが、解けなくて解説を読むだけ
になってしまって、結局夏休みに『物
理のエッセンス』（河合出版）に戻るこ
とになりました。

*『物理のエッセンス』（河合出版）、
『名問の森』（河合出版）を使いまし
た。『物理のエッセンス』（河合出版）で
苦手範囲を復習してから、『名問の
森』（河合出版）を再挑戦しました。

*『名問の森』（河合出版）と並行して
過去問をやり始めました。１問20分で
時間を区切り取りくみました。『東大の
物理25ヵ年』(教学社）を使いました。

*『名問の森』（河合出版）のできな
かったところの徹底復習と、過去問演
習を引き続きやっていました。

*できるだけ多くの過去問を解くこと
と、新課程になっていたのであえて古
い過去問を買ってそれにも取り組んで
いました。

*過去問をといて、できなかった問題に関連する
問題を問題集からピックアップして解いていまし
た。

*表面的な理解・問題演習は何の役にも立ちま
せん。時間がかかってもいいので、しっかりと原
理を理解してから問題集・過去問に取り組みま
しょう。

物理

＊『物理のエッセンス』(河合出版)を、公式
を使いこなす練習として用いました。

＊『東大の物理２５ヵ年』(教学社)を解き、一問ずつルース
リーフにまとめていました。

＊『難問題の系統とその解き方』（ニュートンプレス）を
例題は２周、演習問題は１周しました。

*苑田尚之先生の授業の復習をメインにしました。

*過去問を２５年分ほぼすべてやりました。

＊『重要問題集 物理・物理基礎』（数研出版）の基本問題
を早く解けるようにしました。

＊教科書を未習分野の
勉強に用いました。

＊『東大の物理25ヵ年』（教学社）を苦手な
分野から解いていきました。センター後から
は最新１０セットを解きました。

＊電磁気に
不安があっ
たので、演習
量を確保す
るため『名問
の森』（河合
出版）を解き
ました。

＊『セン
ター試験
物理・物理
基礎』（教
学社）をセ
ンター５日
前から２年
分＋追試を
解きました。

*東大本番レベル模試の過去問を解き
ました。

＊苑田尚之先生の東大特進の
授業を４回程復習しました。

*「ハイレベル物理」を２、３周して物理の基
礎を固めました。

*学校で配付される『セミナー物理基礎＋物理』
（第一学習社）でテスト対策をしていました。東
大特進の授業も受講していました。

*塾で配られたプリント・テキストをやっていました。
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物理

理三
52

（55）

*『難問題の系統とその解き方　物理』
（ニュートンプレス）の例題を一通り解きまし
た。
*『東大の物理25ヵ年』（教学社）を半分くら
い解きました。

*抜けた知識を『新・物理入門』（駿台
文庫）を読んで補いました。
*過去問を解きました。

*センター試験対策でセンター試験の
過去問を2、3セット解きました。

*これまでに解いた問題の総復習をしました。
*残しておいた過去問（2010-2016）を演習しま
した。
*原子物理や交流等、手薄だった分野の演習を
しました。

*本質をつかむことと慣れることが大切です。

理三
52

（50）

*『難問題の系統とその解き方　物理』
（ニュートンプレス）の例題全てを完成させま
した。原理から全てを導くことに集中しまし
た。

*『難問題の系統とその解き方　物理』
（ニュートンプレス）の演習を始めまし
た。これは夏休み中に完成しました。
初めは解けなくても、原理から考えれ
ば解ける良問が多く、良い練習になり
ます。

*苑田尚之先生の講義ノートを復習
し、原理の完全理解に努めました。

*『東大の物理25ヵ年』（教学社）で過
去問を開始しました。原理だけですら
すら解けることを確認しました。

*模試の過去問を化学とセットでやり
始めました。本番と同様の解答用紙
でやりました。

*センター対策はしませんでした。全く
やらないのは「センターぼけ」の原因
になると思ったので、数日に一回は化
学と合わせて150分のセットをやって
いました。

*『新・物理入門演習』（駿台文庫）で仕上げまし
た。この問題集には、骨のある良問がたくさん
載っています。総仕上げには最適な問題集だと
思います。手書きの解答例を良く参考にしてい
ました。

*原理からすべてを理解することが一番近道で
す。初めは大変に思えますが、苑田尚之先生
に一から教わったことで、原理を正しく理解する
ことができました。

理三
53

（57）

*『名問の森』（河合出版）を用いて既
習分野の演習をしました（磁気・原子
の分野はこの時点では全く習ってい
ませんでした）。

*学校の授業の復習として『セミナー
物理』（第一学習社』を演習しました。
並行して『名問の森』（河合出版）を2
周ほど繰り返し演習しました。
*10月の苑田尚之先生のテストゼミを
受けて、基礎が定着していないことを
自覚した為、それ以降は苑田先生の
授業をt-PODで受講し、そのテキスト
を用いて演習しました。
*11月から過去問を解き始めました。

*苑田尚之先生の授業の受講とその
復習をしました。
*センター試験の物理は1回解きまし
た。

*センター試験の物理の直近2年分を
演習しました。
*教科書に目を通して、細かい知識を
押さえました。

*残っている過去問をやりました。11月から全部
で直近10年の過去問を2周くり返しました。
*理解があやふやな点があれば、必ず苑田尚
之先生のt-POD授業に戻って確認しました。

*基礎事項をしっかり習得し、導出も迷わず出
来るぐらいに理解することが重要です。

理三
47

(45)

*『名問の森』(河合出版)を1通り解きました。 *『名問の森』(河合出版)が解き終わっ
たのが、7月頭ぐらいでした。

*お盆など、時間のある時に『難問題
の系統とその解き方　物理』（ニュート
ンプレス）を解いていました。

*『難問題の系統とその解き方　物理』
（ニュートンプレス）に加えて、化学と
あわせて150分の演習をすることもあ
りました。

*『東大の物理25ヵ年』（教学社）で、
過去問を大問ごとにバラバラに解きま
した。

*教科書で、細かい知識のもれがない
かを確認しました。

*過去問を化学とあわせて150分セットで解き、
苦手なところはすぐに復習するようにしていまし
た。

*物理は高3スタート時には基礎も身についてい
なかったので、まずはあせらず基本的な問題を
解くようにしました。

理三
53

（55）

*『新・物理入門問題演習』（駿台文
庫）をやり始めました。本質をついた
問題が多く含まれており、一問一問丁
寧にやると良いと思います。

*センター試験対策は国語や社会に
時間を割くべきだと思い、特にしませ
んでした。

*これまでやった重要な問題のポイントを確認
し、必要に応じてノートにまとめました。
*苑田尚之先生の直前テストゼミは奥の深い良
問が多いです。

*物理は化学と違って問題を解きまくるよりも、
本質（根本的原理）を理解することに努めるべ
し！その際、苑田尚之先生の授業はこの上なく
役にたちます。

*東大模試の過去問や東大の過去問を演習しました。

*学校の授業に合わせて、『セミナー物理』（第一学習
社）で復習しました。力学分野のみ『物理 重要問題
集』（数研出版）を用いて強化しました。

*『難問題の系統とその解き方 物理』（ニュートンプレス）をコツコツと解い
ていました。良問が多く、本質理解にも最適です。

*東大模試の過去問を解いていました。時間を140分程度に短縮して解くのがおすすめ。
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理一
（35）

*『化学重要問題集』（数研
出版）を使い、問題を解い
ては足りない知識をメモに
書き留め、日にちを置いて
復習しました。

*センター試験の過去問を8
年分ほど解き、知識の総ざ
らいをしました。

*東大本番レベル模試の過去問を物
理と合わせて解きました。

*化学は知識を暗記しないことには
始まらないので、気合を入れて早目
に暗記してしまうことが大切だと思い
ます。

理一
44

（40）

*「ハイレベル化学」の理論化学（１講
から７講まで）を一回ずつ受講しまし
た。ただ丸暗記するのではなく、何故
その結合をするかなど調べました。

*「ハイレベル化学」の有機
化学を１講から７講まで受
講しました。

*東大化学の前期集中講座
と夏期集中講座、「ハイレ
ベル化学」の理論化学と有
機化学の残りを受講しまし
た。

*東大化学の秋期特別講
座、秋期集中講座を受講し
ました。
*『化学重要問題集』（数研
出版）の苦手分野（中和の
近似まで）を解きました。

*東大化学の冬期集中講座
を受講しました。
*『化学の新研究』（三省堂）
を確認しながら『東大の
25ヵ年』（教学社）を2000年
まで解きました。

*センター化学の過去問を
10年分、時間をはかり見直
しはせずにすぐに採点す
る、というやり方で解きまし
た。

*直前テストゼミを受講しました。
*東大の過去問を2001年から、手が
届いていない範囲は無いか確認しな
がら解きました。
*東大化学を1年分しっかり復習しま
した。

*物理との兼ね合いもあって過去問
では時間が足りないかもしれません
が、時間を計り終えた後に、時間を
気にせずに答えを見ずに解くことが
大切だと思います。
*化学はある程度問題量をこなさな
いと点数は安定しないように思いま
す。

理一
48

（42）

　 *夏までに基礎力を固め
て、秋からの演習のための
土台作りを目標としていま
した。

*演習を積んで計算力を養
うために、『化学の新演習』
（三省堂）に取り組みまし
た。

*『化学の新演習』を続けつ
つ、『東大の化学25ヵ年』
（教学社）に取り組み始め
ました。本番が近付いてき
たので、物理とセットで時間
を計って解いていました。

*センター形式に慣れるた
め、念のため２、３年分だけ
センター過去問を解きまし
た。

*『東大の化学25ヵ年』（教学社）に取
り組みました。物理とセットで時間を
計って解いていました。
*東大本番レベル模試の過去問で最
後の調整をしました。本番よりも少し
難しめなので、ちょうどよかったで
す。その他東大模試の過去問も少し
使いました。

*夏～秋の間に計算力を培い、多種
多様な問題に触れておくことが最後
に得点が上がる事につながります。
*すぐに答えを見ることは避け、出来
るだけ手を動かして頭で考えて演習
することをお勧めします。

理一
45

（40）

*学校の課題として、『化学重要問題
集』（数研出版）の既習範囲（有機以
外）の必須問題のみを解きました。解
説はよく読みこむように心がけまし
た。その後同じ問題をもう一周しまし
た。

*学校の授業の復習と、『化
学重要問題集』（数研出版）
を用いた演習をしていまし
た。

*『化学重要問題集』（数研
出版）の既習範囲（脂肪族
まで）の全ての問題を解き
ました。全部で80時間かか
りました。

*夏休み前と同じ勉強法に
加えて、『鉄緑会東大化学
問題集　資料・問題篇/解
答篇』（KADOKAWA)を用い
て、２週に1度過去問演習
をしたり、模試の復習をした
りしていました。塾の授業も
受講しました。

*センター対策と、模試の復
習をしていました。

*センターの過去問演習に
専念していました。

*2日に1回、過去問を年度ごとに解
きました。自己採点に当たって、『鉄
緑会東大化学問題集』（角川学芸出
版）も利用しました。

*基本的な用語を体系的にきちんと
覚えることが第一で、あとは問題の
解説をしっかり読むこと。化学は数
理科学のセンスが無くても努力次第
で伸びるので、コツコツと取り組むの
が大切です。

理一
51

（50）

*『センター試験過去問研究
化学』（教学社）でセンター
の過去問を解いていまし
た。時間は本番よりも30分
短くしてやっていました。

*『2017年度用　鉄緑会東大化学問
題集』（KADOKAWA）を用いて過去
問を３年分（2013年度より前は2016
年度に比べて易しすぎるから）を解
きました。目標は物理と合わせて100
点に設定していました。

*一つ一つの反応式や化合物の色を
正確に覚えましょう。また酸塩基の
反応や酸化還元反応は理屈もセット
で覚えましょう。また化学は桁数の
多い計算を要求されるので、計算ミ
スを減らすことを意識しましょう。ま
た自分のやったミスを何か（ノートな
ど）に一度書いてまとめると良いで
す。そうすると変なミスで点を落とす
ことはなくなるはずです（もちろんこ
れは他の科目でもやった方が良いで
す）。

理一
（40）

*教科書を使って知識分野
の強化に努めました。

*直前テストゼミで最後の力試しをし
た後、教科書で知識の確認をし、模
試の見直しをしました。

*知識のつめこみに追われて問題演
習が不足することがないよう、定期
的に知識の見直しをするか、問題を
解く過程で必要となる知識をその場
で詰め込むようにするべきだと思い
ます

理二
（43）

*過去問を解いてあやしい
と思ったところを教科書に
戻って確認するようにして
いました。

*過去問を解いて、あやしいと思った
暗記事項を『化学の新研究』（三省
堂）で確認するようにしていました。

*理系科目といえども暗記事項が結
構あるので、早め早めに覚えてしま
いましょう。細かい暗記の漏れは問
題演習を通して覚えるのでも間に合
います。

化学

*東進の「ハイレベル化学」のテキストを復習し
ていました。

*『東大の化学25ヵ年』（教学社）を解
き進めました。

*『化学の新演習』（三省堂）を夏休みが終わるま
でに、理論分野は3周、有機は2周ほど進めまし
た。

*『新理系の化学問題100選』（駿台文庫）を1周しまし
た。しかし問題が難しく、半分答えを見ながら解法と知
識の確認をしていました。

*『東大の化学25ヵ年』（教学社）を進めましたが、全
部は終わりませんでした。

*私は冬休みになってから使い始めましたが、『化学
の新研究』（三省堂）を併用しながら受講を進めたほ
うが良かったかもしれません。

*「ハイレベル化学」を2周して基礎
を固めました。
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科類 ～5月 夏休み前 夏休み 9～12月 冬休み センター前 前期二次試験前 学習重点ポイント 特記事項

化学

理二
（35）

*『センター試験化学』（教学
社）をセンター5日前から2
年分追試を含めて解きまし
た。

*『東大の化学25ヵ年』（教学社）を10
セット解きました。
*東進の東大本番レベル模試の過去
問を解きました。

*夏休み終了時に有機が終わってい
ないと後で辛いです。
*筆算が早く出来るようになると有利
です。
*センターは罠がたくさん仕掛けてあ
るので、甘く見ない方が良いです。

理二
（40）

*東進衛星予備校で「ハイレベル化
学」を受講しました。
*『化学重要問題集』（数研出版）を解
いていました。

*東大特進の授業を受けて
いました。
*『化学重要問題集』（数研
出版）を終わらせ、『化学の
新演習』（三省堂）を解いて
いました。

*東大特進の復習をすると
共に、『化学の新演習』（三
省堂）を解いていました。

*「ハイレベル化学」のテキ
ストを用いて知識の確認を
しました。

*東大過去問や模試過去問を生物と
共に150分で解いていました。
*東大特進の復習もしました。

*有機、無機は知識が物を言うので、
早期に1周はしておきましょう。

理二
50

（40）

*学校の勉強のみでした。 *『化学重要問題集』（数研
出版）を1周しました。

*『化学重要問題集』（数研
出版）の2周目・3周目をしま
した。また間違えた問題の
解き直しをしました。

*『化学重要問題集』（数研
出版）で、間違えた問題の
み4周目をしました。『東大
の化学25ヵ年』（教学社）
で、有機を10題（大問）、無
機を全て解きました。

*『東大の化学25ヵ年』（教
学社）で理論の分野を解き
ました。

*センター試験の過去問を
25年分解きました。

*過去問を7年分、東大本番レベル
模試の過去問を生物と合わせて解
きました。

*本格的な演習に入る前に、知識を
完璧に頭に入れましょう。

理二
38

（43）

*『化学重要問題集』（数研出版）のみ
を使っていました。2周しました。

*塾で配られていたプリント
を片っ端から解いていまし
た。夏の東大模試では化学
が一番の得点源となりまし
た。

*前半は模試の過去問を5
年分解きましたが、後半は
ほとんど勉強しませんでし
た。

*無機・有機の知識の確
認、理論での計算力を意識
して『化学重要問題集』（数
研出版）と東大の過去問を
丁寧に解いていました。

*全く勉強しませんでした。 *全く勉強しませんでした。 *センター試験ボケを治すために理
論の計算が煩わしい問題をたくさん
解きました。

*高３までに固めておいたおかげで、
めちゃくちゃ楽でした。でも、やらない
と多少は落ちるので、コンスタントに
続けるのが大事だと思います。

理二
44

（40）

*『エクセル化学総合版―化学基礎+
化学』（実教出版）で忘れた知識を覚
えなおしました。
*『化学重要問題集』（数研出版）を
『化学の新研究』（三省堂）を読みな
がら分野ごとに解きました。
*『化学の新研究』（三省堂）を辞書代
わりに使いました。理論の説明が充
実していて、覚える助けになります。

*『化学重要問題集』（数研
出版）を分野ごとに解きまし
た。

*『化学　重要問題集』（数
研出版）の2周目を解きまし
た。

*『化学重要問題集』（数研
出版）は11月まで3周目を
解いていました。3周終える
と過去問を解く自信がつき
ました。

*『東大の化学25ヵ年』（教学社）を時
間を計って取れる問題を探して解く
練習をしました。

*暗記量が多いので問題を解きなが
ら計画的に覚えておかないと後で辛
いです。

理三
53

（55）

*学校の授業の復習とセンター試験
対策をした後に、『化学の新演習』（三
省堂）を一通り解きました。

*「化学グランプリ」の予選
の過去問を解いていまし
た。

*「化学グランプリ」の本選
の過去問を研究しました。
*東大模試の過去問を演習
しました。

*東大の過去問や模試の過
去問を解きました。

*化学はあまりやりません
でした。

*センター試験対策で過去
問を２、３年分解きました。

*残しておいた過去問（2010-2016）
で演習しました。
*これまで解いた問題を総復習しまし
た。

*必要な知識を早く入れること
*パターンに慣れること

*化学グランプ
リ金賞

理三
56

（55）

*『化学の新研究』（三省堂）を隅々ま
で読みました。
*『化学の新演習』（三省堂）を完成さ
せました。

*『新理系の化学問題100
選』（駿台文庫）をやり始め
ました。夏休みの終わりま
でに一周しました。

*模試で間違えた部分、よく
陥りやすいミスをノートにま
とめました（これが後で大い
に役立ったのですごくオス
スメです）。

*『東大の化学25ヵ年』（教
学社）で過去問を開始しま
した。

*模試の過去問を物理と
セットで150分でやり始めま
した。本番と同様の解答用
紙でやりました。

*センター対策はしませんで
した。全くやらないと「セン
ターぼけ」すると思ったの
で、数日に一度は物理と合
わせて150分でやりました。

*自分でまとめたノートをよく見返して
いました。これでケアレスミスの数は
ほぼゼロになりました。

*化学は小さなミスの積み重ねで点
を取りにくい教科です。なので、ミス
を自分でまとめることが重要となって
きます。僕自身もポイントやミスしや
すい所をノートにまとめた後は点数
が50点以上で安定しました。

理三
53

（55）

*有機化学のみ『化学重要
問題集』（数研出版）を用い
て演習しました。
*次に、『化学の新演習』
（三省堂）を１周しました。

*『化学の新演習』（三省堂）
の2周目をやりました。未習
だった高分子分野は『セミ
ナー化学』（第一学習社）を
用いて、復習しました。
*11月から物理と合わせて
過去問演習を始めました。

*センター試験のために、無
機・有機の知識の詰め込み
を中心に勉強しました。

*センター化学の直近２年
分を演習しました。
*無機・有機の知識を詰め
込みました。

*残っている過去問をやりました。11
月から全部で直近10年分の過去問
を2周くり返しました。
*『化学の新研究』（三省堂）を一通り
読み直しました。

*『化学の新研究』（三省堂）を読み、
分からないことは周りの信頼できる
人に質問して、とことん深く理解しよ
うとすると良いと思います。
*模試や入試の直前には、無機・有
機の知識を確認すると良いです。

『東大の化学25ヵ年』（教学社）は『化
学重要問題集』（数研出版）を終えて
から、時間を計って解き始めました。

*『化学重要問題集』（数研出版）の基本問題を
早く解けるようにしました。

*11月上旬から『東大の化学25ヵ年』（教学社）を理論、

無機、有機の順番で分野別に解きました。*6月上旬から教科書で有機の学習を行い

ました。

*東大特進の授業
で構造決定をたくさ
んやって慣れました。

*この頃から東大過去問を生物と共に

150分で解き始めました。
*東大特進の復習もしていました。

*毎週学校で行われた分野別小テストをペースメーカー

にして勉強しました。具体的にはその分野について『化

学の新研究』（三省堂）を２周読み込み、『化学重要問題

集』（数研出版）を２周解きました。
未習分野は高校の授業に合わせて『セミナー化学』（第
一学習社）を用いて復習しました。
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化学

理三
48
(45)

*一通り化学を学び、『化学の新演習』
(三省堂)の理論分野を解きました。

*『化学の新演習』(三省堂)
の有機分野を解きました。
無機・高分子はすべての問
題を解くことはできませんで
した。

*3問90分や、物理とあわせ
た150分セットの演習を何
回かしました。
*苦手単元は『化学の新演
習』(三省堂)の問題を解き
直したりしました。

*夏休み前よりも難しめの
問題を解くことが多かった
です。

*『東大の化学25ヵ年』（教
学社）で、大問ごとにバラバ
ラで過去問を解きました。

*無機や有機を中心に暗記
事項を復習しました。

*物理とセットで過去問を時間をは
かって解いていました。

*もう少し化学の演習量を多くすれば
よかったかなと思います。化学はミス
をしやすいので、本番と同じ形式で
の練習が効果的だと感じました。

理三
55

（55）

*センター試験対策は国語
や社会に時間を割くべきだ
と思い、特にしませんでし
た。

*これまで扱った問題のポイントを
ノートにまとめました。このノートは本
番、本当に重宝したのでおすすめで
す！！

*計算力upには演習の繰り返しが不
可欠です。普段から手での計算を怠
らないようにしましょう。

*『化学の新演習』（三省堂）
基本問題が集めてあり、全問
題の完全理解に努めました。

*『新理系の化学問題100選』（駿台文庫）
東大形式に近く、時間を気にしながら一問
一問丁寧に解きました。

*東大模試の過去問（駿台、河合塾）を
物理とセットで解きました。
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理二
（40）

*田部眞哉先生の授業を
受講しました。
*この頃から教科書を読
み始めました。

*学校で配られるテキス
トによる演習をしながら
教科書を読んでいまし
た。
*東大過去問を化学と合
わせて150分で解いてい
ました。

*東大過去問と模試過去
問を化学と合わせて150
分で解きました。
*教科書に書いてあるこ
とで知らないことをピック
アップして書き出しまし
た。

*生物は教科書が大事ですが、
複雑な問題に対応できるように
もしましょう。
*最近の話題やニュースなども
チェックした方が良いでしょう。

理二
33

（30）

*『リードα
生物基礎＋
生物』（数研
出版）を学
校の進度に
合わせて１
周解きまし
た。

*『リードα　生物基礎＋
生物』（数研出版）の２周
目を解きました。

*『リードα　生物基礎＋
生物』（数研出版）の２・３
周目を解きました。

*『リードα　生物基礎＋
生物』（数研出版）の間
違えた問題のみ４周目を
解きました。

*センターの過去問を25
年分解きました。

*過去問7年分・東大本
番レベル模試の過去問
を解きました。

*教科書が大切です。

理二
36

（44）

*学校の勉
強のみでし
た。

*塾で勉強し、成績が上
がりました。

*田部眞哉先生の講義を
受けて知識の甘さを認
識しました。教科書（『生
物基礎』『生物』（ともに
東京書籍））を精読しまし
た。

*模試の過去問を6年
分、東大の過去問を2年
分解きました。

*センター試験対策とし
て、教科書の精読は続
けていました。

*センター試験の過去問
2年分（新課程）と教科書
の精読をしました。

*「余計な問題はやるな」
と田部眞哉先生が仰っ
たので、東大の過去問を
8年分と教科書の精読の
みしました。

*教科書の精読につきます！！

理二
40

(35)

*教科書の知識を正確に覚える
ことが一番です。

生物

*学校で配られるテキス
トを演習していました。

*教科書や田部眞哉先生のテキスト
により知識を総復習しました。

*生物の教科書（数研出版）の精読をしていました。

*教科書『生物』（数研出版）を高2の冬から読み始めました。

科類欄の数字:開示得点 ( )は自己採点
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文一
30
(30)

＊特に何もしませんでした。
取かかりが遅かったのが悔
やまれます。

＊夏休み終わりごろには
センターで80点くらい取
れるようになりました。

*通史が終わって一段落
ついたので空白期となっ
てしまいました。
*10月頃から論述に取り
組みました。
*11月から教科書を読み
始めました。

*教科書の精読を中心に
行いました。
*第2問対策はほとんど
行いませんでした。

*2～3年分演習したのみ
です。
*年代と文化史のみを取
り出して暗記しました。

*第2問対策を怠ったの
が悔やまれます。
*当日は解答欄を間違え
て時間をロスしてしまし
ました。

*第2問は面白くない問題です
が、きちんと対策をすることをお
勧めします。

文一
36
(30)

*東大の第1問の過去30
年分の中から古代～中
世の問題に取り組みまし
た。

*東大の第1問の過去30
年分のうち近世から近代
の問題に取り組みまし
た。

*センター試験の過去問
を5年分ほどやりました。
知識の穴を見つける度
に確認するというサイク
ルを取っていました。

*夏休みと冬休みに取り
組んだ問題をそれぞれ3
回ずつ復習し答えと内容
を暗記するまで取り組み
ました。
*『東大の世界史25ヵ年』
（教学社）を用いて10年
分くらいを1回取り組みま
した。

*東大の過去問(特に第1問)は
時間をかけて自分の頭で考え
ることが大事なので長期休み等
まとまって時間をかけられる時
期に取り組むと良いと思いま
す。

文一
35

*学校行事(運動会）が忙し
く、ほぼ勉強はできなかった
のですが、最低限はやって
おこうと思い、『荒巻の新世
界史の見取り図　上』（東進
ブックス）を春休みに少しず
つ読み進めていました。

*東進ハイスクールで「ス
タンダード世界史B」を受
講し、そのテキストの予
習と復習を中心に学習し
ました。他は何もやって
いませんでした。（強いて
言えば、『世界史B一問
一答』（東進ブックス）を
講座と並行してたまに進
めていたくらい）

*引き続き「スタンダード
世界史B」を受講しなが
ら、アウトプットの練習と
知識の拡充を目的として
『実力をつける世界史
100題』（Z会出版）を講座
と並行して解いていまし
た。

*10月中旬にようやく受
講が終了したので、「スタ
ンダード世界史B」のテキ
ストの読み込みを中心に
行いながら、前述の『世
界史B一問一答』（東進
ブックス）で知識を詰め
込みました。
*また、センター試験の
世界史の演習も赤本を
使って開始しました。二
次試験の過去問演習も
細々と行いました。

*他科目のセンター試験
対策が中心で、世界史
はあまりやっていません
でしたが、センター試験
の世界史の演習と苦手
分野の復習を行いまし
た。

*『世界史B』(東京書籍)
を用いて苦手な文化史
の対策を行いました。
*また、前述の『世界史B
一問一答』(東進ブックス)
の読み込みも行いまし
た。

*『東大の世界史25ヵ年』
（教学社）を用いて一問
一答と小論述だけを25
年分すべて行いました。
*また、『世界史B一問一
答』（東進ブックス）も改
めて1周しました。
*大論述対策として、教
科書と『荒巻の新世界史
の見取り図』（東進ブック
ス）も1周しました。

文一
40

(40）

*東進衛星予備校で「スタン
ダード世界史B」を受講しま
した。数をこなすことに集中
しすぎてしまったのが反省
点です。

*学校の定期試験対策を
しっかりやっていました。
試験範囲の教科書と、一
問一答をやりました。

*『ナビゲーター世界史
B』（山川出版）を一通り
読みました。

*東進衛星予備校で週１
回のペースで10回にわ
たり行われた世界史短
答テストに合わせて、帝
国書院の教科書を読
み、一問一答をやりまし
た。

*『書きこみ教科書詳説
世界史』（山川出版）を途
中までやりました。また、
用語を覚えるために『時
代と流れで覚える！世界
史B用語』（文英堂）をや
りました。

*センター試験の過去問
を15年分ほど解き、復習
をしっかりやりました。

*荒巻豊志先生のテキス
トを用いて、過去問を復
習しました。また、東京
出版の教科書を1周、一
問一答を1周しました。

*問題集などを用いてアウトプッ
トを行うことが大事です。
*二次試験対策をする前に、用
語などの基礎を固めましょう。
*第1問対策は荒巻豊志先生の
授業がおすすめです。第2問は
教科書で使えるフレーズを
チェックしていました。

世 界 史

＊荒巻豊志先生の授業を受けていました。

＊世界史の通史のカリキュラムに沿って勉強していました。

＊荒巻豊志先生の授業を受けていました。

＊塾のテキストを用い学習しました。
＊流れを頭に入れることを優先し、一問一答などは使いませんでした。

科類欄の数字:開示得点 ( )は自己採点

21 ページ



東進 東大特進コース【東大合格への受験勉強の進め方-参考書・問題集活用編-】 2016.5版

科類 ～5月 夏休み前 夏休み 9～12月 冬休み センター前 前期二次試験前 学習重点ポイント

世 界 史 科類欄の数字:開示得点 ( )は自己採点

文二
44
(40)

*『ナビゲーター詳説世界史
B』（山川出版）全4巻で通史
を終わらせました。
*『流れ図で攻略詳説世界
史B』（山川出版）も時代の
流れを視覚的に捉えるた
め、補助的に使用していま
した。

*第2問の論点を拾うた
めに、『世界史論述練習
帳new!』（パレード出版）
の巻末付録を読みまし
た。

*荒巻豊志先生のテキス
トの総復習を行い、直前
期に見直しがしやすいよ
うに第2問は別解も含め
た解答、第1問は解く際
のプロセスをまとめたメ
モを作成しました。

*センター試験の過去問
を25回分解き、弱点分野
を中心に一問一答や教
科書で知識の補充をして
いました（特に19世紀以
降の文化史）。

*『書きこみ教科書詳説
世界史』（山川出版）で知
識の最終確認をしまし
た。
*『世界史Bの焦点』（山
川出版）で短答記述対策
を行いました。

*第2問、第3問で失点を減らす
ことが一番重要です。第1問は
おまけ程度に考え、作問者とど
う向き合うかを荒巻先生の授業
で教わりました。知識は論述対
策と並行して覚えるようにすると
記憶に残りやすいです。年号も
必要ならば覚えておくと第1問で
役立ちます。資料集は大体の
ページが頭に入るくらい参照し
ていました。

文二
48
(40)

*学校の定期試験対策のみ
でした。

*『世界史B』（東京書籍）
を利用して古代～近世
にかけて学校の授業で
扱った範囲を復習しまし
た。
*『荒巻の新世界史の見
取り図　中』（東進ブック
ス）を中心に読みました。

*夏の東大模試前までに
教科書と『世界史B一問
一答』（東進ブックス）の
★マーク3つのところの
みを繰り返し、知識の補
充をしました。

*荒巻先生の講座の復
習と知識の補充を行い
ました。
*『荒巻の新世界史の見
取り図』（東進ブックス）
の上～下を何度も読み
返しました。

*センター試験の過去問
と『東大の世界史25ヵ
年』（教学社）の第1問を
重点的に行いました。

*センター試験の過去問
のみを行いました（追試
も含め10年分）。

*東進の東大本番レベル
模試の過去問や他の東
大模試の過去問を解き、
時間配分を確認しまし
た。
*一問一答も1日20ペー
ジなど決めて取り組みま
した。

*まずは知識を固めることが大
切です。知識が無ければ大論
述も小論述も第3問も得点する
ことができません。その上で、大
論述に必要な視点や世界史の
流れを理解するようにしましょ
う。

文二
29
(35)

*通史のインプットが終わっ
ていなかったので、学校の
プリント・教科書・『山川一問
一答世界史』（山川出版）を
中心に通史を勉強していま
した。

*教科書からさらにふみ
こんだ学習をするため
『荒巻の新世界史の見
取り図』（東進ブックス）を
使っていました。
*また一問一答に限界を
感じ、『時代と流れで覚
える！世界史B用語』（文
英堂）という空欄補充型
の問題集を使用しまし
た。

*参考書は以前と同じも
のを引き続き使用しまし
た。

*『東大の世界史25ヵ年』
（教学社）を使用して第2
問と第3問を重点的に行
いました。
*また引き続き、『時代と
流れで覚える！世界史B
用語』（文英堂）で用語の
インプットをしました。

*センター対策に重点を
置いたため『東大の世界
史25ヵ年』（教学社）の第
3問のみをやりました。
*また引き続き、『時代と
流れで覚える！世界史B
用語』（文英堂）での用語
のインプットや教科書の
読み込みを行いました。

*センター試験の過去問
演習とその復習を重点
的に行い、二次試験対
策はあまりしませんでし
た。

*直前で得点の伸びが期
待できる第2問と第3問を
中心に、対策を過去問
演習でしました。

*反復練習と過去問分析が重要
です。

*実教出版、東京書籍の教科書を読み、論述で出そうな記述に下線を
引いておきました。また、『一問一答』（東進ブックス）で★2～3を中心に
やり、知識の補充をしていました。

*荒巻豊志先生の授業の予習と復習を中心として論述対策を行っていました。
第1問は授業後に解説を踏まえて自分なりの解答を作成していました。
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文一
40

(38)

加
藤
里
菜

*『ナビゲーター日本史
B』(山川出版)という参考
書で中世までの通史を
終えました。
*8月後半からは過去問
の傾向を把握するため、
通史を終えた範囲の過
去問を数題解きました。

*過去問と教科書の熟読
を行いました。教科書の
熟読は時間がかかりまし
たが、その分得るものも
大きかったです。マー
カーを引きながら読み進
めました。

*センター過去問を30年
分解き、間違えたものは
メモを残し、センター直前
に確認できるようにしま
した。

*残していた文化史をや
りました。教科書に出てく
る作品、作者をまとめプ
リント（学校で配付）を使
用して覚えていました。
自分でまとめると忘れに
くいです。

*過去問２５年分の2周目
をやり、さらに15年分の
解説を読みました。頻出
テーマについてはすぐ答
えが言えるようになるま
で、繰り返しました。

*はじめは簡単な参考書を使用
してください。いきなり教科書を
熟読しても効率が悪いです。ま
た、過去問研究はどの科目より
も大切です。慣れるまでは東大
日本史は難解に感じられるかも
しれませんが、答えを覚えるだ
けでも役立ちます。問題を解い
た後の復習にはしっかり時間を
かけてください。

文一
34

大
島
一
武
輝

*『金谷の日本史「なぜ」
と「流れ」が分かる本』(東
進ブックス)を読み、友人
と定期的に集まって問題
を出し合うことで知識を
定着させました。
*『ハンドブック日本史の
要点整理』(学研教育出
版)を適宜参照しました。

*『新日本史B』(山川出
版)を最初から最後まで
音読し、自分の知識に漏
れが無いかチェックしま
した。

*『大学入試センター試
験過去問レビュー日本
史』(河合出版)を一日一
回一年分解きました。

*『東大日本史問題演
習』(東進ブックス)を流し
読みしました。

*歴史的な出来事は全て人間の
感情がもとになって起きたドラマ
であることに留意しながら勉強
すると楽しく効率よく覚えること
ができます。

文一
38

(30)

森
谷
美
祐

*塾のテキストで主に論
述の対策をしました。
*東大模試の復習を通し
て不足している点を明確
化させました。これは大
きな意味があったと思い
ます。

*東大の過去問(古代～
中世)を１０年分ほどやり
ました。すぐに答えを見
るのではなく自分の頭で
考えることを意識して取
り組みました。
*『日本史B』(山川出版)
を読み穴を埋めました

*東大の過去問(近世～
近代)を論述の勘が鈍ら
ない程度にやりました。

*『日本史B一問一答』(東
進ブックス)を使い細かい
知識の確認をしました。
*過去問を5年分ほどや
りました。やればやるほ
ど伸びるわけではないの
であまり時間をかけませ
んでした。

*東大の過去問を古代～
近代まで年代別に集中
的に取り組みました。時
間配分の感覚が鈍ってし
まうのには要注意です。

*夏休み以降も分からないこと、
不安なことがあれば山川の教
科書に戻るという姿勢を忘れな
いことが一番大事です。

文一
39

（35）

熊
谷

姿
慧

*古代をやりました。 *中世をやりました。 *古代中世をもう一度読
み、近世を読みました。

*近代をやりました。その
後、焦って過去問を解き
ましたが、あまり身につ
きませんでした。

*山川の教科書を一周し
ました。

*センター試験の過去問
を解きました。

*過去問を30年分解きま
した。直近10年分は年ご
とに、それ以前は時代ご
とにやりました。

*過去問は焦って解かなくても
大丈夫です。

文三
31

(35)

用
害
桃
子

*東進衛星予備校で「入試対
策：センター試験対策日本史B」
を受講し、『金谷の日本史「な
ぜ」と「流れ」が分かる本』（東進
ブックス）で日本史の概観を掴
みました。

*引き続き『金谷の日
本史「なぜ」と「流れ」
が分かる本』（東進ブッ
クス）を読んでいまし
た。

*『日本史B一問一答』
（東進ブックス）をやりま
した。
*『東大合格への日本
史』（データ・ハウス）で典
型論述を覚えました。

*『詳説日本史ガイドブッ
ク(上・下)』（山川出版）を
持ち歩き、かなり読み込
みました。

*『センター日本史B一問
一答』（東進ブックス）を5
日で一周することを目標
に毎日やりました。

*『センター日本史B一問
一答』（東進ブックス）を
続けつつ、2日に1度ほど
過去問を解きました。
*80点台で伸び悩んでし
まったので、『9割を狙
え！解決！センター日本
史』（Z会）で暗記事項を
頭に入れました。

*『詳説日本史ガイドブッ
ク(上・下)』（山川出版）を
ベースに、過去問の解き
直しや東大本番レベル
模試の過去問で思考プ
ロセスを確認しました。

*自分の頭で考えて、自分の手
で書くことが重要です！！
日本史は暗記より、思考プロセ
スを身につけることを大切にし
てください。

7月まで京
大志望でし
た。

文三
43

(40)

髙
木
彩
音

*特に対策していませんでした。 *『日本史B一問一答』
（東進ブックス）を利用
して基礎を身につけま
した。
*山川の教科書を読み
進めていきました。

*教科書を読むとともに、
センター過去問25ヵ年を
行い、解説を熟読しまし
た。
*二次過去問を解きまし
た。

*二次過去問を解き、2周
目も進めました。

*赤本などで模範解答を
暗記しました。
*二次過去問の2周目を
進めました。

*センター過去問の復習
を行いました。

*『東大日本史問題演
習』（東進ブックス）の復
習を行いました。
*模範解答と自作解答の
比較を行いました。

*日本史については、とにかく
様々な視点を手に入れることが
重要だと思います。
センターや二次の解説を熟読す
ることで、重層的理解につなが
ります。

日 本 史

*学校の授業をしっかり聞き、暗記より理解をする
ことを意識していました。定期テスト前は暗記を重
視しました。

*『東大の日本史25ヵ年』(教学社)や

ネットを利用して、日本史の過去問

を30年分やりました。

*特別なことはしませんでした。

*『日本史B』(山川出版社)を知識の習得という

目的で読みました。

*『詳説日本史ガイドブック』（山川出版）を読みました。

科類欄の数字:開示得点 ( )は自己採点

23 ページ



東進 東大特進コース【東大合格への受験勉強の進め方-参考書・問題集活用編-】 2016.5版

科類 ～5月 夏休み前 夏休み 9～12月 冬休み センター前 前期二次試験前 学習重点ポイント

文一
32

(30)

*薄いノート形式の参考
書、『大学受験ココが出
る！！地理Bノート』（旺
文社）を使用し、『村瀬の
地理Bをはじめからてい
ねいに』(東進ブックス）
の内容を確実にインプッ
トしていきました。空き時
間には資料集の写真や
表を眺めていました。

*引き続き、空き時間に
『村瀬の地理Bをはじめ
からていねいに』（東進
ブックス）を読みました。
*12月ごろからはセン
ター対策に移り、統計を
覚えつつ、センター過去
問を進めました。

*センター過去問を10年
分解き、間違えた問題は
当該箇所の資料を読み
込みました。センター一
週間前までかけて『地理
の研究』(帝国書院）を20
日程度で一通り読みまし
た。

*頻出の統計をひたすら
暗記しました。地理は一
つでも多くの統計を覚え
ている方が有利です。
『地理B統計・データの読
み方が面白いほどわか
る本』（KADOKAWA）を
使いました。

*過去問を10年分解きま
した。私は年度ごとに解
きましたが、分野ごとに
解いた方が身になると思
います。

*センター試験も二次試験も必
要な情報量は変わらないので、
簡単な参考書から始め、何周も
することが大切です。ただの暗
記ではなく、自然や産業、人口
など互いを関連付けることを意
識してください。

文一
36

*『センター試験地理B
超重要問題の解き方』
(KADOKAWA/中経出版)
を二周して、センターに
も二次にも通用する地理
的思考力を身につけまし
た。
*『地理の研究』(帝国書
院）を適宜参照しました。

*『大学入試センター試
験過去問レビュー』（河
合出版)を一日一回一年
分解きました。

*『新編　詳解地理B 』
(二宮書店)を流し読みし
ました。

*数をこなして地理的思考を育
んでいくことが地理の点数アッ
プへの近道です。

文一
38

(35)

*東大入試同日体験受験が良
かったので何もせず割と放置し
ていました。

*地誌分野を得意にしよ
うと学校の教材で学習し
たもののそこまで良い学
習はできませんでした。

*塾で問題演習をしてい
ました。

*センター試験用の教材
をかなりやりました。

*15～20年分くらいひた
すら過去問をやりまし
た。

*結局は暗記も大事です。
*「あるある」を血肉化するのは
数学と同じです。

文一
36

*学校行事の影響でほとんど勉
強はできませんでした。

*学校で配付されたセン
ター試験対策の要点集
を1周しました。また、地
理の資料集(学校配付）
も定期的に触れました。

*学校で配付されたセン
ター試験対策の要点集
を1周しました。また、地
理の資料集(学校配付）
も定期的に触れました。

*資料集を通読し、また
少しずつセンター試験、
二次試験両方の過去問
を解き始めました。

*センター試験対策の比
率を上げました。ただ、
他科目が忙しくあまり時
間は割けませんでした。

*センター試験の過去問
の演習を10年分ほど行
いました。ただ、本番は
82点と低く、危機感を覚
えました。

*ひたすら二次試験の問
題演習→復習で、二次
試験の問題を解くための
知識のストックを増やし
ました。インプット（教科
書、資料集の通読）も欠
かしませんでした。

*結局どういう勉強をすればい
いのかよく分かりませんでした。
恐らく、知識を増やすより論述
の際の引き出しを増やすことを
意識すべきなのではないかと、
今になって思います。

地 理

*空き時間に『村瀬の地理Bをはじめからて
いねいに』（東進ブックス）を読みました。

*特別なことはしませんでした。

*11月ごろから今まで解いてきた記述問
題を精密に復習することで実力がかなり
向上しました。

*1年を通して東大特進の授業を受講し、
配付されたテキストの通読を進めました。

科類欄の数字:開示得点 ( )は自己採点
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地 理 科類欄の数字:開示得点 ( )は自己採点

文二
45

(35)

*『センター試験　地理Bの点数
が面白いほどとれる本』
（KADOKAWA/中経出版）を一
通り読み、最低限の用語を
チェックしておきました。

*『2017センター試験本
番レベル模試地理B』
（東進ブックス）をやり、
解説を読み込みました。

*センター試験の過去問
を25回分解きましたが、
古い年度は最新の統計
もチェックしておきまし
た。

*過去問10年分を解き直
しました。
*東大本番レベル模試の
過去問で演習を積み、
採点基準を読み重要ポ
イントを把握しました。

*最低限の知識が身についた後
は、センター形式の問題集で解
説が充実しているものをやりま
しょう。二次試験用の参考書が
少ないため、高橋和明先生の
テキストは大変有用です。
*二次試験で世界史・地理選択
の人は世界史に時間をかける
ため、地理を早めに済ませる必
要があるので、60字、90字の感
覚をつかめていると良いです。

文二
43

(41)

*学校の授業のみで、主に『地
理の研究』（帝国書院）を用い
ていました。

*『東大の地理25ヵ年』
（教学社）を用いて、東大
地理に必要な知識を補
充しました。初めは少し
考えてわからなければ
解説をまずは読んで、自
分のものにしましょう。

*夏休み前と同様です。
*東大模試の復習、特に
解説を読むことをしてい
ました。

*夏休み前と同様です。 *センター試験の過去問
を始めました。同時に、
10年分の二次試験を解
き、ポイントをまとめる
ノートを作りました。

*センター試験の過去問
を20年分ひたすら解きま
した。
統計の読み取りは二次
試験に役立つと思い、二
次対策はしませんでし
た。

*東進の東大本番レベル
模試の過去問と他の東
大模試の過去問を演習
しました。
*新しく知った知識は一
度で覚えられるか不安
だったので、その解説に
付箋を貼るなどしてくり
返すようにしました。

*地理は、二次試験に関する参
考書が少ないので、『東大の地
理25ヵ年』（教学社）で過去問と
触れることが有効だと思いま
す。
*記述の文字数は多くないの
で、まずは要素を書き出して、
簡潔にまとめ上げられるように
練習すると良いです。

文二
36

(40)

*学校の添削課題を中心に論
述をしていました。

*センター試験の過去問
演習を10年分やりまし
た。

*センター試験の過去問
の復習をしていました。

*二次試験の過去問10
年分の演習と復習をしま
した。

*早めに論述慣れすることが大
切です。

文三
37

(35)

*東進で「入試対策：新センター
試験対策地理B」の授業を受け
ていました。

*学校の授業のみでし
た。

*東進衛星予備校で「東
大対策地理」の授業を受
けていました。
*センター試験の過去問
を7年分解きました。

*過去問10年分をやって
東大地理の傾向を掴み
ました。
*東大模試前に、東進の
「入試対策：新センター
試験対策地理B」の教材
を見直し、基本事項を確
認しました。

*センターレベルを確実
にするため、『センター試
験への道 地理』(山川出
版)を解いていました。

*センター試験の学習に
特化しました。点数が伸
び悩んでいたため、分野
ごとに知識確認→過去
問の流れをくり返したと
ころ、点数が安定しまし
た。

*過去問10年分の復習を
繰り返し、更に新しい過
去問や東大本番レベル
模試を解いて未知の問
題に対する思考力を養
いました。

*地理の知識はセンター試験レ
ベルで十分だと思うので、あま
り時間を割きすぎないようにし
てください！
*センター試験・二次試験共に
過去問は10年分で十分だと思
います。知識量より考え方が大
切です。

文三
37

(35)

*自身では特に対策していませ
んでした。

*勉強の合間に資料集を
読んでいました。

*センター試験の過去問
の解説を熟読しました。
*二次試験の過去問を解
き始めました。

*二次試験の過去問を解
きました。

*二次試験の過去問の2
周目を解きました。

*センター試験の過去問
の復習を行いました。

*模範解答の暗記と、二
次過去問の復習をしまし
た。

*地理は高橋和明先生のテキス
トが非常に体系的にまとまって
いるので、そちらを中心に、わ
からない所を資料集等で調べる
のが良いと思います。

*東大特進のテキストを論述で出そうな所を中心にひたすら読んでい
ました。時々『地理の研究』（帝国書院）を参照していました。

*過去問10年分を解き、解説を熟読
して、対比構造など論述作法や簡潔
な表現を身につけました。

*『村瀬の地理Bをはじめからていねいに』（東進ブックス）を通
読し、学校の添削課題を中心に論述の練習していました。

*東大特進のテキストとともに学習していました。
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